


目次

おうみ未来塾の紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

塾長・アド／＼‘イザーからのメッセージ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

おうみ未来塾第13期生17名の自己紹介…………………… 6 

おうみ未来塾第13期生のあゆみ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

グ）レープ活動・・・・・・・・・・・・................................................ 36 

キモチカエJレ＠兵主・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 37 

草津ファン玄プロ・............................................... 55 

base Otsu_cross.. • ・........ ・ ・ ・...... • • ・ ・.... ・ • ・.. ・ ・.......... ・ ・ 75 

淡海ネットワークセンター事務局よリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 97 

卒塾の言葉・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 99 

タイト）レについて・編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100 



おうみ未来塾の紹介

「おうみ未来塾」とは

市民活動や NPOが地域運営の一翼を担う時代となった今、創造力とネットワークカにより、

企業や行政だけでは解決できない地域課題に取リ組む人が求められています。

おうみ未来塾は、ごうした地域課題に取り組む「地域プロデューサー」が育つ塾を目指して

います。

地域プロデューサー

「地域プロデューサー」とは、地域の課題を発見し、解決のための方策を考え、そのための

活動や事業をおこすごとができる人、言い換えれば、課題発見カ・政策形成カ・実践力を兼

ね備えた人です。おうみ未来塾では、地域プロデューサーに求められる、コンセンサス能カ・

ネットワーク形成カ・マネジメント能力を向上させることを中心に取リ組みます。

おうみ未来塾の特徴

(1)塾生の主体的な参加による塾活動を行います。カリキュラムの骨格を示しつつ塾生の意

向と状況を踏まえ、柔軟性のある「可塑性をもったカリキュラム」を基本としています。

(2)地域や分野、所厩、世代を超えた多彩な塾生で構成します。地域を創る共通の思いを

持つメンバーが、グループワークやディスカッションを重ねながら互いに高めあっていき

ます。

(3)講義を聴くだけでなく、市民活動やNPO・ まちづくりの実践の現場のフィールドワーク

を通し、草の根から地域や社会を変えるものの見方や考え方を学びます。塾活動後半に

は、地域プロデューサーのための実践を学ぶ場としてグループ活動を行います。

(4) 地域や市民活動のキーパーソン、企業や行政、また、それぞれの地域で活躍する卒塾

生など、多様な主体との幅広いネットワークづくリを目指します。

カリキュラム

【基礎実践コース (6月～ 12月の、約 6か月）】

地域活動の実践現場の視察やフィールドワーク及び講義を、概ね月 1回程度行います。

【創造実践コース（翌年 1月～ 12月の、約 12か月）】

フィールド（活動場所）やテーマ（地域課題）により、塾生数名からなるグループを編成し、

地域資源の考察、課題解決のための実践活動を行い、中間報告会・成果発表会を行います。

運営委員会

．塾 長：北村裕明（滋賀大学理事・副学長）

・アドバイザー：岡崎昌之（法政大学名誉教授、地域づくリ団体全国協議会会長）

お問い合わせ先

岸田員代（ NPO法人パートナーシップ・サポートセンター代表理事）

藤井絢子 (NPO法人菜の花プロジェクトネットワーク代表）

（※肩書きは、 2016年 3月現在）

淡海ネットワークセンター （公益財団法人 淡海文化振興財団）

〒520-0801 滋賀県大津市におの浜1-1-20 ピアザ淡海2階

TEL: 077-524-8440 URL: http://www.ohmi-net.com/ 



塾長・アドバイザーからのメッセージ
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おうみ未来塾塾長

（滋賀大学理事・副学長）

北村裕明

地方創生から地域創生へ

人口減少社会の地域政策として、「地方創生」と

いう言葉が流布しています。しかし、「地方」という

言葉は、中央への対応語にすぎません。人口減少

社会という時代の大きな転換期において、地域づ

くリをすすめるには、地域のこれまでの営み、現在

の営み、地域内及び地域間の交流、地域の持つ多

様な資源を手がかリに政策を展開しなければなリ

ません。こうした「地域」のもつ豊かさと多面性を

再発見し活かす地域づくリこそが求められている

のです。したがって、「地方創生」ではなく、「地域

創生」という言葉がふざわしいのでありましょう。

そして、地域創生を担うリーダーが地域プロ

デューサーであリ、地域プロデューサーが育つ塾

をめざして、私たちはおうみ未来塾を運営してき

たのです。

おうみ未来塾13期の皆ざんは、前半の基礎実践

コースの中で、いくつかの優れた地域づくりにお

ける、地域資源の発見と活用の事例を学ぶことが

できたでしょう。そして、後半の創造実践コースの

「地域プロデューサーのためのグループ活動」で、

実際の地域と向き合い、地域の人々と語り合いな

がら、地域資源の発見と、活用のための政策づくリ

と、事業の実施に取リ組んできました。卒塾発表会

における皆様方の取り組みへの地域の方々のコメ

ントは、皆様方の取リ組みに、地域の人々が共感し

ていること端的に示すものでした。

人口減少社会における地域政策は、従来のよう

な地域における量的な成長を求めるのではなく、

地域の持続可能性、生活の質の向上、信頼と安心

のネットワークづくリ等を目標とすることになるで

しょう。おうみ未来塾で学んだことを生かして、皆

様方が、地域創生の活動に取リ組まれることを期

待するものです。

おうみ未来塾アドバイザー

（法政大学名誉教授）

岡崎昌 之

地域の将来は、地域の過去、歴史の
蓄積の中にこそ存在している。

現在ではもう絶版になってしまったようですが、

かつて国土地理院が発行する地図に「日本とその周

辺」という300万分の一の地図があリました。ちょう

ど新聞を見開きにして、縦に伸ばした大きさです。

右上に択捉島から始まる北方4島が位置し、左下に

は八重山列島の与那国島や波照間島が記されてい

ます。

択捉島から与那国島まで、この地図を斜めに物差

しで測ってみると、丁度 1メートルになリます。300

万分の一の縮尺ですから、3千キロメートルというこ

とです。北東から南西に至る日本列島は多くの島々

を抱えながら、3千キロメートルに渡って太平洋に

位置し、東京から南1千キロには小笠原諸島が位置

しているのです。

旅行ガイドブックで著名なミシュランが、同じ300

万分の一のヨーロッパ全図を出しています。それを

広げて 1メートルの物差しをあててみました。ヨー

ロッパ大陸の西の端、イベリア半島ポルトガルの首

都リスボンに一端を据え、北東に伸ばしていくと、物

差しの端は、なんとスウェーデンのストックホルムま

で届きます。現在では何もこんな面倒くさいことを

しなくても、国土地理院のHPから世界の地図がダ

ウンロードでき、簡単に地図上の距離が計測できる

ので、試しにやってみてください。ちなみにリスボン

～ストックホルム間を飛ぶ飛行機は、ポルトガル、ス

ペイン、フランス、ベルギー、オランダ、ドイツ、デン

マーク、スウェーデンの8カ国の上空を通過するこ

とになるようです。この3千キロの広がりは多様な言

語、文化、歴史が内包されているのです。

日本列島3千キロも決してそれに劣るものでは

なく、かえってヨーロッパのそれを凌駕するものだ

と思います。今年報告のあった野洲の兵主大社は

1300年の歴史を持っているとのことです。その周辺

にはそれ以上の歴史を持った集落が存在し、兵主蕪

を作ったり、ビワマスを採取したリしてきたのです。

3千キロの中には、このように多様で、様々な生活文

化、暮らしの技、住まい方の工夫といったものが、地

域ごとに凝縮して存在しているのです。地域づくリと

はこうした地域の特性や価値を的確に見出し、将来

に向けて位置付けることではないでしょうか。
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おうみ未来塾アドバイザー

(NP 0法人パートナーシップ ・

サポートセンター代表理事）

岸田員代

困難はど～～んと引き受けよう

第13期生、ご卒塾おめでとうこ‘ざいます。

入塾式の少し戸惑ったような不安げな様子と異

なり、晴れ晴れとした皆さんの顔が、美しくたくま

しく輝いて見えます。

人によっては短くもあり長くも感じたであろう1

年半という月日は、人生のほんのーコマに過ぎな

いものの、しかし確実に一人ひとリを変えていった

と思います。

チャンス、チャレンジ、チェンジ・・ •おうみ未来

塾の13期生というチャンスをものにし、基礎実践、

創造実践を通じて未知のフィールドに飛び込んで

いったチャレンジ精神は、いろんな困難や喜びに

遭遇して、確実にあなたをチェンジしていったこと

と思います。

成長はチェンジなくしてあり得ません。

心が変わる。考え方が変わる。そして行動が変

わる。…おそらくすべての人が、入塾前と比べて

【変化】しているはずです。

その変化、チェンジこそが成長の証であり、未来

塾に在籍した者の強みなのです。

涙も見ました。笑顔も見ました。怒りにも遭遇し

ました。

いいことばかり続くはずがありません。でも悪い

ことばかリでもないのです。

どんな時も自分らしさを失わず、困難はど～～

んと引き受け、喜びはみんなで分かち合う。

そして、逃げずに困難を引き受けた者が大きく

成長していくのだと。

それが地域プロデューサーなのだと一ー。

きっとそんなことを、 1年半の間に学んだのでは

ないかと想像しています。

さあ、これからです。その学んだことを十分発揮

するのは！！

おうみ未来塾アドバイザー

(NP 0法人菜の花プロジェクト

ネットワーク代表）

藤井絢子

今、この国の空気を、どう感じていますか？方向を
正すのは＂地域＇を創リ直すプロデューサーの出番！
おうみ未来塾13期生の皆さま、卒塾おめでとう

ございます。

この18ヶ月間、共に学び、議論し、悩み動いた塾

生、一人ひとり、この時闇の中で、どう変わったと感

じていますか？いろいろ思い起こすこと甦ります

が、でも＇地域’'と自分を重ね、入り込み、試行錯誤

しながら充実感も獲得したと思います。＂地域＇の

魅力に気づき、どれだけ惚れ込み、可能性をつな

げる事が出来たか、どうかは、チームの力、チーム

メンバー個々の持ち味を引き出せたかどうかで、

差が出たのでしょう。少なくとも、一人の能力によ

るのではなく、チームの仲間と共に動く事、自分の

内なる能力の見えない部分も発見があったと思

います。それが、チームで創り出す、おうみ未来塾

＂地域＇プロデューサ ーの魅力です。

＂地域で動く、ワクワクします 。秘められた宝の

山に出会うことの連続ですから。そこに住む人々

にとっては「な～んも無い」事が、とんでもない！

と感じ、気づくヨソ者の目が入る事で化学反応が

次々起きる。まざに、土の人（地域の人）と風の人

（ヨソ者）が創り出す妙味です。講評の中でも度々

伝えたように、土の人、風の人だけでは足りない。

水の人（つなぐ人）、光の人（羅針盤の役割）が揃っ

てこそムーヴメントになると実感しています。

さて、昨年は琵琶湖にとってBigYearでした。文

化庁が選んだ「日本遺産」に、「琵琶湖とその水辺

景観 一 祈リと暮らしの水遺産」が認定され、又、

国民共有の資産と位置づける法律（琵琶湖保全・

再生法）が成立したのです。この、琵琶湖と共に在

るフィールドで活動できる。そのことを先ず塾生

の皆ざん、誇りに思ってほしいです。琵琶湖の存

在、琵琶湖周辺を巡る道々、湖上周航、森・里・田

畑・湖のつながり、そこに生み出されて来ている歴

史、文化、人々のいとなみ等が、暮らしのそちこち

に生きている。こんな多様な豊かな地域を擁して

いる近江。中央の政治状況が、これまでに無く危う

い今、新しい価値の創造・豊かさを、近江から発信

しましょう。おうみ未来塾プロデューサーの活躍の

時です。
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おうみ未来塾第13期生17名の自己紹介
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名前

あだちみのり

安達みのり
居住地 甲賀市

り`ループ キモチカエル＠兵主

＊プロフィール

・キモチカエル＠兵主の副代表

•本業は、甲賀市にて「子育て応援団体 CHEERS STATION」代表

• 3児の子育てに日々奮闘、且つ地域で活動活躍するには！を日々勉強中

＊基礎実践コースからの学び

今までの私は、こんなことやりたい！思いが先行するばかり。地域の課題を問題意識す

ることもなかった。また地域の宝にも目を向けることもなかった。が、それぞれの地域

にはそこにしかない課題と宝がある。それは、そこに暮らす人たちの言葉や思いに寄り

添いながら、まずは地域を知る！地域を好きになる！ことからスタートする。そうして

コミュニケーションを取り、繋がりを深めていきながら、地域の方々と共に、課題解決

の為の行動を起こし活動していく。地域プロデューサーには、そんな広い視野と行動力

が必要で、また 1人では何もできない！それぞれの強みを生かすことで、できないこと

ができる可能性に繋がり、その過程で益々繋がり、連携が深まる。

＊創造実践コース（キモチカエル＠兵主活動）からの学び

あっという間の 1年のキモチカエル活動。良き地域と良き仲間に恵まれ、本当に幸せで

充実時間だった。地域診断法から導かれるように活動拠点となった「兵主大社」。そこか

ら、兵主蕪の復活に取り組まれていること、 2018年には鎮座 1300年の大祭があること

を知り、我々の思いが加速した。つまり、「宝」を見つけた。

そして、地域のキーパーソンと繋がりを頂いたこと、何よりも兵主大社の井口宮司様の

多大な協力を得られたことが、私たちにとって大きな力となった。しかし、子育て世代

との繋がり作りや参加促進の難しさ、活動の中でメンバー間の思いを共有することの難

しさを感じることもあった。が、地域の方々が集まる場に自らが行き(10/24収穫祭出店）、

交わり、発信することにより、兵主マルシェにはたくさんの家族連れの参加が見られた。

また WS（ワークショップ）やイベント等を準備、開催していく中で、自然とメンバー

それぞれの個性や強みが出て、役割分担できるようになった。それには、当グループの

リーダーの力と人に寄り添う力のあるメンバーだったからだと思う。メンバーにも感謝

の気持ちでいっぱいだ。まだまだ課題を抽出し、改善策を行動に起こしていく必要性も

ある。が、何よりも私たちは兵主大社を中心とする「兵主」が好きであること、そして

その兵主の宝である「兵主大社」と地域の人たちを大事にしたい、盛り上げていきたい

思いを持つことができた。兵主地域の方々に感謝し、これからも地域の方々の思いに寄

り添いながら共にコトを作り上げていく楽しさを共有していきたい。
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名前

いしもと えつこ

石本恵津子
居住地 I草津市

ゲループ I 草津ファン女プロ

くプロフィール＞ ＜おうみ未来塾入塾の動機＞

1 9 9 7年に京都から草津に引っ越して来

て「草津大好き疇人間」になる

えふえむ草津パーソナリティ

草津宿場まつりやパワフル交流実行委員

カルチャー＆コミュニティサロンやわくわ

くマルシェ運営 http://wkwk-salon.com/ 

日本健康麻雀協会認定レッスンプロ

2 0 1 5年第4回世界麻雀選手権大会個人

25位

えふえむ草津で仕事と夢をキーワードに

お届けする「えつこの部屋」にゲストの方

をご紹介頂いているのが、10期生「仕事人

と語ろうグループ」の松原さんと小中さ

ん。

私も先輩のように、この塾で地域プロデュー

スについて学び、卒塾後も継続していけ

る活動を実践でやりたいと思いました。

くおうみ未来塾での学び＞

P 女吻 P 女吻 P 女 P

座学での専門の先生方からのお話、現地での見学と講話、宿泊研修、先輩たちの活動事例

すべてが学び多いものでした。

実践において私の大好きな草津という地元の地域で活動するグループく草津ファン＊プロ＞

が結成された時の喜びは忘れられません。

悩み遠回りしながら、そのたびに先輩たちや淡海ネットワークセンターの方々から熱意あ

るご指導ご協力を頂き今があります。貴重な経験をさせて頂き心から感謝しています。

卒塾後も同期をはじめ先輩・後輩との繋がりを大切に活動していきたいと思います。

くこれからの抱負＞

＜草津ファン＊プロ＞は20 1 6年度、草津市の市民まちづくり提案事業に広報課との協

働を提案し採択されました。新たに色々なメンバーを仲間に迎えて、一緒に楽しく草津で

の暮らしをより豊かにする情報発信や企画をしていきます。

Facebookく草津ファン＊プロ＞で情報発信していますので、ぜひチェックしてみて下さ

い。

高齢になっても、単身赴任になっても、ひとりでも楽しく仲間づくり出来る場がある安

心して暮らせるまちづくりを、地域プロデューサーとして目指していきます。
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名前

いとう だいすけ

伊藤大輔
居住地 草津市

り`ルーフ゜ キモチカエル＠兵主

■【プロフィール・入塾の動機】
奈良県天理市出身。大阪のスーパーの鮮魚部門で3年働いた後、仕事の都合で2014

年4月に滋賀へ。おうみ未来塾11期生であり、格安切符自販機の運営会社で代表取締

役社長の尾賀から、おうみ未来塾13期生のことを知り、滋賀のことをもっと知りた

い、学びたいという思いから参加しました。

■【キモチカエル＠兵主での活動】
琵琶湖から近く、環境・食に恵まれた野洲市兵主地区で、複数回の料理教室そして

地域の収穫祭に出展し、 11月23日に活動の集大成となる兵主マルシェを実施しました。

それぞれのメンバーが持ち味を出しあって、兵主地域の方々に貢献できる活動を形に

出来たことが嬉しいです。兵主大社の井口宮司の多大なるご協力のもと、兵主大社を

中心に、じゅんじゅん（すき焼き）やビワマスパン、兵主丼など食を通して地域の方々

にその魅力を知って頂ける機会を作れたと思います。

■【おうみ未来塾で得られたこと一今後に向けて一】
地域活動といえば地域のごみ拾いや短期間のボランティア活動に参加したくらいで

したので、本講座で活動の中心となって頑張っておられる方々から聞けるお話は、新

鮮で興味深かったです。何より、皆さん輝いていた。

これらの方々に共通していると感じたのは、 「まずやってみる」という こと。皆さ

ん最初は数人、もしくは自分1人で始めてどんどん人を巻き込んで、形になっていった

方が多かった。キモチカエルの活動では「まずやってみる」の精神でいきたいと思っ

ていて、実際この短期間でも地域の方々を巻き込んだ行動をできたことが嬉しい。

ここで学んだことを活かして地域の活動に目を向けて、参加したいと思っています。

家族が出来たら、何より家族と参加したい。子供に地域を愛して欲しい。未来塾の活

動を通して私の地元である奈良県の天理、いま住んでいる草津、そして兵主地域がよ

り好きになったことが1番の学びです。

，
 



うなぎ じゅん

名前 宇那木 潤 1居住地 大津市

ク`ループ 草津ファン女プロ

＊プロフィール

24年前に大津から九州の佐賀に会社の異動により転居し、 1 5年ぶり

の本社復帰に伴い、自然と大津を終の棲家に選びました。

佐賀では、熱気球のクラブと町おこしグループの立ち上げに参加する事

が出来地域とのつながりの大切さ・楽しさを実感していましたので後ろ髪

を引かれながら帰って来ました。

私の人生は『津』と縁があります。

「津山（岡山）」「大津」「牛津（佐賀）」「大津」そして「草津」

＊おうみ未来塾入塾の動機

大津に帰って来てからすぐにでも、地域で活動したいと思っていました

が、慣れない仕事でありまた当初は勤務地が大阪市内と遠かったこともあ

り休日は『休息？』だけの日々となっていました。今は商槻市内勤務

マンション住まいで地域とのつながりも無く、きっかけをつかめずにい

ました。定年退職が近づき何とかしなければと思っていたそんな折、目に

した『おうみ未来塾』に迷わず申し込みをしました。

＊未来塾のプログラムとグループでの活動

入塾を許されて末来塾がスタートした際には、参加者の年齢が思いの外

若く （平均年齢42歳）「場違いだったかな？」と思ったものです。

だが、スタートした「基礎実践コース」毎回の地域活動の現場を見せて

頂き、同時に実施される講習会これには深く感銘し入塾出来て良かったと

思いました。この「未来塾」是非ずっと続けて頂きたいと思います。

グループ活動開始に当たっては『地域とつながりたい』との思いだけで

入塾したこともあり具体的な「テーマ」が決められず思い悩む日々。

「草津」の活動を始めてからは、草津のあちこちを訪ね歩き、様々なシ

ーンで多く の人たちとふれあう機会に恵まれ、街と人の魅力を実感しまし

た。主催したイベントでは「草津の魅力の住人」に出会い話を伺うことが

でき、チラシやFBをみて参加頂きまた感謝頂いたことはこの活動に感謝

しました。どうやってイベントを告知するかが課題と期待を感じます。

＊今後の活動

『草津ファン玄プロ』で人との出会いを頂きながら、今後の人生の『歩

恥道』を作って行こうと思っています。
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名前

,-I 

おおはし りょうすけ

大橋亮介
居住地 I近江八幡市

り`ルーフ゜ キモチカエル＠兵主

【プロフィール】

滋賀県近江八幡市在住。プロ和太鼓奏者として活動する傍ら、保育園や中学校・地域の

チームなどで指導を行っている。 2011年に地元近江八幡市にて子どもの和太鼓チームを

結成し、代表・指導を務める。

自身の愛言葉は、『ドン！と一発 笑顔をつなぎ・心をつなぐ』

和太鼓の一発で、笑顔が生まれ、その笑顔は人と人との心を繋ぐものだと信じている。

【入塾のきっかけ】

和太鼓を通して、人と人と繋がりをもっと作っていく為の勉強をしたいと思い入塾しまし

た。

【活動を終えて】

創造実践コースでは 11月23日（祝）に『兵主マルシェ』を開催する事を最終目標として活

動しました。初めは本当に開催できるのだろうか？という不安がありましたが、各メンバ

ーの連携で当日は大盛況のうちに終了しました。それまでの過程を振り返ると、やらない

といけないという気持ちではなく、『やりたい』気持が一番大切である事を再認識しまし

た。実行委員会では地元住民の方にも参加していただき、キモチカエルのグループ名のご

とく、キモチをカエル事ができたんじゃないかなと思います。

【今後について】

卒塾はしますが、今後も各地域でメンバーと活動できればいいなと思います。
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かわさき けいすけ

名前
川崎慶介

居住地 大津市

ゲルーフ,1 base Otsu_cross（ベース・オオッ・クaス）

【プロフィール・入塾の動機】

職業は公務員です。平成 11年に大阪から大津に引っ越してきました、琵琶湖があり

自然が多く残っている場所が近くにあり、大津・滋賀がとても好きになりました。平成

1 8年に思いがけず自治会長（町内会長）になったのがきっかけで、近所の方や地域の方

と親しくさせていただくようになり、 NPO活動にも参加するようになり、知り合いが

増え自分の世界が広がっていく地域活動の魅力に触れました。 NPO活動を通じて、淡海

ネットワークセンターと「おうみ未来塾」を知り、地域活動を学びたい、もっと滋賀のこ

とを知りたい、もっと多くの方と出会いたい、という思いで入塾しました。

【基礎実践コース】

地域活動の先進事例として、県内の現場

をいくつも回らせていただき、それぞれの

地域の方々が自分達の地域のために素晴

らしい活動をされていることを知り、自分

達でもやってみたい、これらの活動をもっ

と多くの方々に知ってもらいたい、それぞ

れの地域の魅力を伝えたい、という気持ち

を持つようになりました。

12 

【創造実践コース】

大津ナカマチ商店街の活性化のための

活動を行いました。月 1回程度開催され

る商店街のイベントを通じて、企画会

議・準備・運営・後片付け・打ち上げ等

を、商店街に関わる方々と一緒に行う機

会を何度もいただき、地域の方々の思い

や悩みを知ることができ、多くの学びと

気づきがありました。

【卒塾後の活動】

大津ナカマチ商店街に関わる方々と知

り合う機会をいただきました。引き続き、

潜在的な魅力がいっぱいの商店街で、楽

しみながら活性化活動に関わりたいと思

います。

また、「おうみ未来塾」での 1年半の活

動をきっかけに、県内の魅力ある場所を

いくつも知りました。これからも、滋賀

の魅力を見つけて、その魅力をどのよう

に伝えていくか模索していこうと思いま

す。



名前 I

ク`ルーフ° | 

たにぐち ひろし

谷口浩
居住地 迂t江：/¥1播寸5

草津ファン女プロ

地域って何なんだろう？

物心ついた時から頭は仕事・仕事で、

地域のことなんて煩わしいと思っていました。

でも仕事をすればするほど、暮らせば暮らすほどに頭の中でぽっかり空いた

地域のことが気になってしょうがなくなりました。

地域なくして生きていけないはず！

そんな想いを強く持つようになりました。

地域プロデューサーなんて高尚なものになれなくても、

地域のお役に立つ中で自分の仕事と暮らしを充実させたい。

そんな想いで特技も地縁も何もないサラリーマンが未来塾に入りました。

草津ファン＊プロでは、

初めて滋賀の地を訪れた時に出会った草津で活動がしたい。

人と人の出会う街で自分も新しい出会いがしたい。

そんな想いで草津の魅力との出会いにつながる活動を進めてきました。

正直、地域に溶け込み、目指す活動が出来たとは思っていません。

しかしながら、この 1年間で出会った方から多くのことを学びましたし、

ますます地域の魅力に出会うことが出来ました。

この場を借りて活動を支援頂いた皆様に感謝申し上げるとともに、

未来塾、草津ファン食プロでの経験をこれからに活かすことで、

少しでもお返しできればと思っています。

これからは、草津ファン食プロの活動を拡げ、深めたいと思います。

（プロフィール）

福岡県出身。大学入学を機に滋賀県へ。

環境問題を専攻し、仕事も企業内の環境省として働いています。

会社でも社会でも今あるものを大切に、様々なもの•ことを「つなぐ」人を目指しています。
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たにぐち まりこ

名前
谷口 真理子

居住地 近江八幡市

ゲループ 草津ファン女プロ

◆プロフィール、おうみ未来塾入塾のきっかけ

愛知県出身ですが家族の仕事の都合で、近江八幡市へ移住。近江八幡市で暮らし始め

て 3年以上経ちます。しかし、日中は県外で働いていることもあり地域とのつながりは

希薄でした。このおうみ未来塾の話を聞いたとき「滋賀県のことが分かるなら少し覗い

てみようかな。」と思ったのが入塾を決めたきっかけです。

◆基礎実践コース

地域活動の経験もなく、また、予備知識も無い状

態で参加したので、基礎実践コースの本講座のテー

マや講義内容はどれも新鮮でした。各地で活動の中

心になっている方々からお話を聞けるのは非常に興

味深く、また、実際にその土地ごとに光るものを探

し、活かし、輝かせる活動に取り組んでいる人は、

その人自身も非常に輝いているように感じました。

◆創造実践コース

私が創造実践コースで学んだ事は、“思い描くこ

とと実際に行動にうつすことは、全くの別物であ

る”、の一言に尽きると思います。

でも何より重要なのは、自分自身が楽しむこと

(FUN) !自分が楽しいと思えることは、自信をも

って人に紹介できる。自分自身がその活動を心か

ら応援できる (FAN)。草津ファン＊プロの目指す

ところは、このステキな前向きスパイラルを巻き

起こすことだったように思います。

◆活動を終えて（今後に向けて）

地域での活動は、しなければならないものでは

ないと思います。しかし、生活をする上で地域との

関わりをもつことは、より豊かに人間らしく生きる
―-、 —r

ためには、非常に大切なことだと思います。この草津ファン＊プロの活動は、来年以降も

自分が可能な範囲ではありますが続けて行きたいと思っています。地域活動に限らず、

今後もこれらを念頭に置き、様々な人、組織と関わりを持って生活をしていきたいです。
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ちかまつのりたか

名前
近松慶孝

居住地 岐阜市

り`）レープ キモチカエル＠兵主

■プロフィール
・キモチカエル＠兵主の代表。
•本業は建築設計事務所と新聞紙断熱材の製造販売。
・ファシリテーター、ワークショップデザイナーを目指す。
・美濃和紙の郷で、古民家を利活用した起業家の育成に携わる。

■地域プロデューサーを目指す理由
①資本主義経済が土台とする地域社会基盤は、地域の善良な人々
によってつくられ、守られている。自己の「ビジネスばかりに没
頭する姿勢」を正したい。
②地域に残る郷土文化は、絶滅の危機にある。大切なものに気付
かせ、継承のサポートをするプロデューサーが必要である。
③地域の方々との交流で刺激し合い、面白いことを引き起こし、
一緒に楽しみたい。（これが一番！）

■兵主への想い
・兵主大社という、大きなポテンシャルを持つ場所、それを支え
る井口宮司と地域の方々に感動した。
• 2 0 1 8年、兵主大社鎮座 13 0 0年祭を迎えるにあたり、地
域の方々がそれを誇りに感じ、兵主をもっと好きになるように、
今後も一緒に活動を続けたい。

■キモチカエルのメンバーへ
・地域に関わる活動をされているメンバーが多く、とても勉強に
なりました。県外リーダーを受け入れ、支えて下さり、有難うご
ざいました。
・キモチカエル＠兵主の当初テーマは、「地域への無関心を LOVE
に変える」でした。 テーマは変わったものの、“食”をきっかけ
にした、地域に関わりを持つ仕掛け作りを体験しました。今後も、
“食”について多くを学び、地域プロデュースに役立てたいです。
また、料理教室や田んぼの学校などでお世話になります。
•たてぼしご飯、えび豆、蕪汁、ビワマスじゅんじゅん、ビワマ
スパン、兵主丼、美味しい料理を食べて、本当に楽しい活動がで
きましたね。また、兵主さんでピクニックをしよう P
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なかいあけみ

名前
中井あけみ

居住地 栗東市

ゲループ キモチカエル＠兵主

＊ ＊プロフィール

1 9 4 9年滋賀県栗東市生まれ、短期大学の助手を経験。結婚を機に夫の自営業の鉄工所を手

伝って女鳶職として、誰にも真似の出来ない仕事に誇りを持っていました。大病をして心機一転、

以前から手掛けていたパン、蕎麦を生かして金勝の山の麓で朝市を始めて 20年になる。朝市、

地域での食育活動、米粉パン教室、体験教室、子育てグループたまてばやしの支援を行っている。

＊ ＊未来塾に入る動機として

地域活動は、田んぼ体験、里山体験、竹やぶ体験、蕎麦打ち体験、収穫祭等、細々と活動して

いるものの、自己流でした。地域活動を活発にされているところを見て、聞いて、私の住んでい

る所に目を向けた時に、農業の若い担い手さんが、地域の 60％の農地を耕作してくれるという

状況を知り、女性農業委員の立場として応援したいと思いました。地域に根ざした、持続性のあ

る地域おこしをどうしたら出来るだろう？これからの課題として入塾を決心しました。

＊ ＊活動の場、活動の実態

野洲市五条兵主地域に皆と自治会長さん宅にお願いに歩きました。地域を生かした活動とし

て、漁師の松沢さん、北出さん、風さんのヒヤリングやミーティングを重ね、兵主大社の宮司さ

んのヒヤリングの時に、食に関してのお話で「兵主菜蕪の在来種」の事、神社の歴史等に感銘を

受けました。その後、神社の境内をお借りして、地域食材を使った料理を参加者で作りピクニッ

クをしたり、兵主コミュニテイセンターでの収穫祭に参加させていただき、ビワマスを使ったパ

ンの試食をしながら、地域の皆さんと関わりながら、兵主の良さを再確認していただ＜良い機会

でした。 11月23日に兵主大社の紅葉ライトアップに合わせて、地域の実行委員さんも参加い

ただき、マルシェを開催しました。野洲地域から 12店舗出店していただきました。キモチカエ

ルのメンバーはビワマスを使った兵主丼を皆さんと作り好評をえました。

＊ ＊活動を終えて得たもの、今後の想い

私達は松沢さん、北出さん、風さん、井口宮司さんというキーパーソンに恵まれ、よきアドバ

イスを沢山いただく事が出来ました。地域との繋がり、人との繋がりの大切さを学ぶ事ができま

した。

キモチカエルのリーダー、副リーダーには、引っ込み的な私を上手く引き出していただき、一

員として認めていただき、皆さんと助け合い、支え合い、良い関係が作り上げられ、よりよい関

係が出来て本当にク喜しく思います。私としては一歩踏み出せてよかったです。仲間に感謝です。

今後は兵主大社の 13 0 0年祭に向けての活動を続けていくことを皆さんと確認出来ました。そ

して、個人的には下戸山マルシェはなもも市の継続、地産地消を進め、下戸山内外の「人・物・

産業・文化」の交流を通して、訪れた方々の熱気、活気、笑顔いっぱいの皆さんの広場、地域を

皆で作り上げたいです。

挫折しそうな私を支えていただいた事務局の皆さん、 13期生の皆さんに心から感謝します。
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にしやま あきこ

名前
西山彰子

居住地 大津市

ゲループ 1 base Otsu_cross（^令ース・オオッ・クnス）

プロフィール

・京都府出身。立命館大学法学部卒業。・滋賀に住んで 10余年。

・ファイナンシャルプランナーとしてフリーランスでセミナー

講師やコンサルティング業務を行う。 http://anfun. jp/ 

・女性の起業を応援する会 会長

•財）ロングステイ財団登録アドバイザー

・公的支援機関で起業支援に携わる

入塾の動機

多くの方との出会いを通して剌激

を受け成長したい。海外からの旅

行者との交流も出来る団体を組織

今後の抱負

おうみ未来塾での学び・気づき

フィールドワークで県内の様々な地域

をまわり、「滋賀は地味に・素朴におも

京都から滋賀に移り住んだ。「きっと京都に戻る日が来る」と思ってこ

の地に暮らし、ほどなく滋賀に魅せられた。「もう京都に戻ることはない」

琵琶湖のある暮らし。比良の山並み•••おうみ未来塾に学び滋賀が益々

好きになった。もっともっと滋賀に暮らす人々と楽しみたい！もっと豊

かな暮らしが実現できる地域であれば良いと思う。滋賀を訪れる人々に

は、この地の良さを知ってもらいたいと思う。滋賀を知らない人々に知

ってもらうにはどうすればよいのか？これらを実現するために、自分に

出来ることは何か？出来ることを一つ一つ。

地域プロデューサーとして果たすべき役割は、何かを考え前進したい

と思う。人生は、楽しくなくちゃ！ ！ 
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ふくながてつや

名前 I
福永 哲也

I居住地 甲賀市

ゲlしープ 草津ファン女プロ

► プロフィール

1970年2月岐阜市生まれ。 9歳で大津市に引っ越し、 20歳からは甲賀市在住。

ホテルマン、営業職など 20年以上、会社勤めをしていたが、過労とストレスで体調を崩

し、退社。

その後、一念発起して行政書士とキャリアコンサルタントの資格を取得して、現在は甲賀

市で個人事務所を開業。

► 入塾の動機

会社勤めの頃は、ひたすら会社の為に働いていたが、そんな生活を虚しく感じ「何か他人

のために貢献出来ることをしたい！」と思って、いろいろな団体のセミナーヘ参加しまくつ

ていた時に、あるセミナーで出会った同じ参加者の方が未来塾の卒塾生で、その方から、お

うみ未来塾の事を教えてもらい応募。最初は、軽い気持ちで入塾しました。

► グループ活動を通して学んだこと

グループ決めの日に、知人の結婚式と重なり欠席。後日、一番人数の少ないグループに入

る事となり、それが「草津ファン＊プロ」だった！

グループ内での自分の役割は、会計担当で主に事務的なことを担当。最初は、グループミ

ーティングに積極的に参加し、情報発信も出来ていたが、 5月から仕事の都合で、活動にあ

まり参加出来なくなり、グループ活動での貢献が出来なくなりました。

しかしそんな時でも、グループの仲間は自分達も忙しいのに、僕の事を気付かってくれ、

よくフォローしてくれました。 1人だったら途中で挫折して、活動を辞めていたと思います

が、みんなで活動することの大切さと、仕事をしながら市民活動を継続していくことの難し

さを学びました。

► 卒塾後にやりたいこと

先ずは、無理せずコッコツ自分の出来る範囲で、楽しく活動を続けていきたいと思ってい

ます。人ば忙しくなり体が疲れてくると気持ちも疲れてきますので、とにかく楽しく続けて

いく努力をすることが大切だと思っています。

市民活動をしておられる方は、バイタリティが有り、積極的に活動される方が多いですが、

たまには僕みたいに無理せず自分の出来る役割を見つけて（多分事務方になるでしょうが）

その役割で貢献する人が居ても良いかなと思っています。

市民活動をされる方は、あっちこっちのイベントに顔を出されるかと思いますので、また

何かのイベントや会議で出会う機会が有りましたら、その時はどうぞ宜しくお願い申し上げ

ます。
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ふじおか いづみ

名前
藤岡 いづみ

居住地 野洲市

り`ルーフ゜ キモチカエル＠兵主

● プロフィール

生まれも育ちも野洲（兵主）。 3人娘の子育て中。 2人目出産後、兵主に戻る。

野菜ソムリエ。セミナーや料理教室など食と農に関わり活動中。

● 入塾の動機

一人で実行に移すのは早いけれど出来ることに限界があり、グループならもっと可能性が広が

るのでは、と思っていた頃、周りの卒塾生の方々からのお薦めもあり、「地域プロデューサー」

って何？という疑問を持ちながらも、入塾を決めました。

●「キモチカエル＠兵主」の活動について

最初は、地元なだけに逆に不安もありましたが、活動していく中でメンバーの皆さんに兵主の

良さを改めて教えてもらいました。

グループ活動では合意形成、リーダーシップと今まであまり深く考えたことのないこれらキー

ワードを実践の中で学び、便利とはいえSNSミーティングでは限界があり、やはり直接会っ

て話し合うことの重要性など今後の活動においても得た学び、気づきを生かしていきたいで

す。

キモチカエルのメンバーとして活動でき、最後に

「兵主マルシェ」を大盛況で開催できたこと、本

当に嬉しかったです。ありがとうございました。

皆さん、今後共どうぞよろしくお願いします。

● 今後について

メンバーの皆さんが兵主に足を運んで下さるにつれて、地元の方々

が徐々に心を開いていかれるのをとても感じました。こうした期

待、信頼を今後も繋げて行けるようにどのように関わっていくのか

が私の課題です。

特に兵主大社、井口宮司様には大変お世話になりました。キモチカ

エル＠兵主の集大成だった「兵主マルシェ」を 20 1 8年の

1 3 0 0年祭まで継続していけるように働きかけて行きたいと思

います。
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おうみ未来塾での

履歴書 2015年 12月 12日

ふりがな ふじた ひろやす
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＂．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． 

氏 名

藤田 太裕

F”で

1993年

ふりがな
............ 

活動時の住所

所属団体

7月 生（満 22 歳） IR・女
くさつ
....... ".......................................... 

草津市
キモチカエル＠兵主

草津ファン責プロ

ー
ノ

たた
2

所属

立命館大学

経済学部

年 月 活動歴 備考

様々なことにチャレンジしてみていた 4月、未来塾もその
おうみ未来塾

2014 6 一つ。
入塾

きっかけは、大学の図書館の棚にあった未来塾募集冊子。

単に教えてもらうことだけではなくて、反面教師に学べる

基礎実践コース
ことも多々あった。

7~ 
どう使うかということを考え、学びを知識に変えていかね

ばいけなかったと後悔している。

無関心の人の意識をどうやって地域に向けるかというこ

創造実践コース
とをテーマにしたかった為、キモチカエルに参加。

12~ 
居住地が草津市ということもあり、草津ファン玄プロにも

参加することになる。

地域づくりの前例で出てきているような問題を、自分で実

目標発表会
感することになる。「なぜそれに多数決を使うのか」とい

2015 2 
う状況や、延々と続く合意形成、反対だけで反論しない人

など。

おうみ未来塾
12 

卒塾

未来塾で何を学んだのか。

・チラシ・ポスターの作り方・見せ方。

・合意形成の困難さ。

本人希望記入欄 （今後）

自然に囲まれた田舎で暮らしたい。
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まえかわひとみ

名前
前川仁美

居住地 大津市

ゲルーフ・ 1 base Otsu_cross（ベース・オオッ・クnス）

＊プロフィール

1967年大阪生まれ、主人の出身地滋賀県に 2000年に大阪から移住、夫と娘2人の 4人家族。

専業主婦の傍ら、 2歳から 80歳代までを、ミニトランポリンを使っての健康運動指導を大津市、

草津市で行っている。

＊おうみ未来塾に入る動機、きっかけ

子育ても一段落し自分の時間ができ、何かチームを組んで仲間と目標を持って活動がしたかった。

特に、子育てについては『子育て支援』という名のもとに進められている行政支援の在り方や、

子育てをする母親の意識に疑問を持ち、このような支援の考え方で未来を担う子供達が、健やか

に育つ環境にあるのかと疑問を持ちました。 時間を管理する人間が時間に管理される世の中にな

り、子育てにおいても子供の気持ちよ りも生活そのものが、 時間に追われ大人の時間を重視した

子育てを考え直してみたいと思いました。

＊活動場所・活動内容

大津ナカマチ商店街：車社会での生活環境の変化、高齢化に伴う商店街の経営存続問題による、

商店街の機能、問題点を市民活動に担える点を埋めていく活動を試みた。

商店街には、顔と名前を覚えてもらうために何度も通い、お店の方や商店街を中心に市民活動

をされている方に、お話しを伺っている中から活動の糸口を見出して、商店街の活動が可能とな

った。しかし、中々考えていることが、形に成りグループで目的を共有しながら活動を続けるこ

とは、難しいことでした。そんな中、商店街で出会った方々には、温かな気持ちで応援して頂け

る機会を頂くこともできました。

女活動を終えて得たもの、今後の想い

市民活動とは、最初は道もなく進んで行くから道ができ、その周りに花や緑ができ人が集まり

賑わいが生まれる、そんな歩みが市民活動なのかなと感じました。

最初は、一人かもしれないけど諦めず歩いていると、見ていてくれる誰かがいて、いつかは、

一緒に歩いてくれた り、声をかけてくれた り、気がつけば一人ではなくなっている。

今後も、素直に感じた事があれば、まず一歩、歩いてみようと思います。

女おうみ未来塾 13期生の皆さん、事務局の皆さんへの想い

ほぼ、子育て家庭中心に過ごしてきた私でしたが、皆さんからたくさんの刺激を受けて教え支

えて頂き、最後まで続けることができ感謝しております。

また、何年後かに皆さんとこの「おうみ未来塾」での学びから始まった、まだ見ぬ未来を語れ

る日を楽しみにしております。
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やまざき ともや

名前
山奇智也

居住地 大津市

ゲルーフ,I base Otsu_cross（^さース・オオツ・クロス）

【プロフィール・入塾の動機】

生活協同組合コープしがで配達の仕事を行っています。

自分という人材を成長させるために、チームとして一つの目標を達成に向けて導くための

リーダーシップを学ぶつも りで入塾させて頂きました。

現在は大津市から、実家のある高島市に引っ越し、住んでいます。

【1年目・基礎実践コース】

まずは自分が、滋賀のことについて本当に何も知らない、世間知らずなことを思い知らさ

れました。滋賀の各地には様々な地域資源や魅力が存在し、それを力強く引き出せる方々

がいらっしゃること、そしてそんな方々が輝きながら自分自身をも地域の一つの魅力にし

ながら活動されていることを知りました。

【2年目・創造実践コース】

大津ナカマチ商店街の活性化のための活動を行いました。何もかもが初めての経験で戸惑

うことばかりでしたが、そんな中でも地域の魅力的な方々とお会いし、色々なことを学ば

せて頂きました。中でも株式会社・百町物語さんとの出会いは衝撃的で、情熱的に輝きな

がら活動を進めておられるお姿に惹きつけられるものを感じました。また、グループ皆で

活動をしていくことに関して、本当に困難なことも多く、辛く苦しい思いもしました。し

かし、この苦労のお蔭で本当に様々なことを学べたと感じています。それぞれのメンバー

の仕事や家庭などの側面、感清的な側面にも気を向けながら可能な限り配慮ある、建設的

な活動の進め方をしていかなければ、メンバーの気持ちが完全にバラバラになってしまう

ことも十分有 り得るという ことを、仕事での経験と並行しながら リアルに体験できまし

た。これからの仕事や地域活動を進める上で、生かしていきたいと思います。

【卒塾後の活動】

大津ナカマチ商店街での学び、出会いをこれからも大切にしていきたいです。また、高

島への引っ越しを契機に、高島の素晴らしい方々と知り合い、色々なことを学ばせて頂

きたいと考えています。未来塾で過ごした、たった 2年間でも本当に多くの学びを頂き、

滋賀や大津のことが大好きになりました。だからこそ、私はもっともっと滋賀のことや

大津のこと、今住んでいる高島のことを知り、関わっていきたいと思っています。また、

本業で鍛えられた個の強みをうまく生かしておられる諸先輩方を拝見したことから、仕

事もこれまで以上に徹底的に頑張って、自分自身をまず成長させていきます。
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やまもと かつや

名前
山本 克也

居住地 大津市

ク`ルーフ゜ キモチカエル＠兵主

【プロフィール・入塾の動機】

「まちおこし」、再生可能エネルギー事業の立ち上げと教育に関心あり 。楽し いPTA、

自治会を目指す、地元中学校の現役のPTA会長、自治会長。 4人息子のサッカーの試合観戦、

家庭菜園、ペットの豆柴とネコちゃんとのじゃれ合い、ジョギング、オペラ・ミュージカル・

映画・絵画鑑賞、フェイスブック、新聞を読むことが好きなマンション管理士、宅地建物取引

主任者、ファイナンシャル・プランナーなどの資格を有する元 ITベンチャー企業の

マーケッターです。

「地域のないものねだりは止めて、あるもの探しをする」という地元学をおうみ未来塾入塾の

少し前に知り、「まちおこし」に目覚めました。そして、課題発見力と政策形成力と実践力

（コンセンサス能力、ネットワーク形成力、マネジメント能力）を養い、「市民力」「事業力」

「ネットワークカ」を兼ね備えた人材＝地域プロデューサーにな り、政治や行政、企業だけ

では解決できない地元の地域課題を解決するために、おうみ未来塾で学び、実践したいと

思ったのが入塾の動機です。

【基礎実践コース】

地域プロデューサーは、地域に対して裏で

仕掛ける者であり、地域の方々の理解を

得ながら勉強させていただくことを常に

意識する必要があることを学びました。

【創造実践コース】

グループのメンバーや地域の方たちと合

意形成をすることの大切さを学びまし

た。また、料理教室やマルシェと言った

食を通じた「まちおこし」の方法やワー

ルドカフェ、地域診断、ワークショップ

の企画、運営など合意形成の方法を学び、

実践することができました。

【卒塾後の活動】

おうみ未来塾で学んだ知識と経験を

地元の「まちおこし」に活かしたい。
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~ ・― `  •写真上：兵主マルシェで
単独出店した地元食材の

お店「じのもんや」のマーク

・写真中

採りたての兵主かぶ

・写真下：兵主マルシェで

販売した兵主かぶのご講汁



おうみ未来塾第13期生のあゆみ
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入塾式（公開）]コ6:ホ82日1]日；階大会議室）

講

内

師 I
塾長 ： 北村裕明さん

アドバイザー ： 岡崎昌之さん、岸田員代さん、藤井絢子さん

•おうみ未来塾第 1 3期生の入塾式

容 I
．塾長による開講記念講座「おうみ未来塾がめざしてきたもの」

・アドバイザーによる開講記念トーク「地域づくり～さまざまな語らい～」

・入塾生22名による自己紹介

第 1回本講座

日

場

7― 

講

内

付 I2 o 1 4年7月5日（土）

所 I
甲賀市水口町 「旧水口図書館（ヴォーリズ図書館）」

「鹿深deござれ！居場所ひだまり」「水口中央公民館」

マ 1 「地域プロデューサーの時代」

北村裕明さん（おうみ未来塾長／滋賀大学理事兼副学長）

師 I
大河原佳子さん（第7期卒塾生／甲賀市国際交流協会 事務局長）

大平正道さん （あいこうか市民活動ボぅンテイアセンターコーディネーター）

藪下利男さん（第 12期卒塾生／「鹿深deござれ！」メンバー

おうみ未来塾の目指す人物像である地域プロデューサーを、具体的なフィー

容 1ルド（甲賀市で「多文化共生」をテーマにしている地域活動）における事例

を見ながら学んだ。

●｀ヽ‘9、
ヽ•
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第2回本講座

：三：：：：王：：」「権座・水郷」

岡崎昌之さん（おうみ未来塾アドバイザー／法政大学現代福祉学部 教授）

講

内

師 1東房男さん（権座・水郷を守り育てる会会長）

大西 賓さん（権座・水郷を守り育てる会事務局長）

岡崎アドバイザーより地域づくりについて学んだ。フィールドとして、「権

容 1座・水郷を守り育てる会」を訪ね、唯一現存する船でしか行けない湖上の田

んぼと水郷を守り育てる取り組みの事例を学んだ。
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第 3回本講座

百 付120 1 4年8月23日（土） ～24日 （日）

場 所 I
高島市

「白浜荘（安曇川町）」「針江生水の郷（新旭町）」「マキノ高原（マキノ町）」

テ ー マ 1 「新しい価値による地域づくり」

師 I
美濃部武彦さん（針江生水の郷委員会会長）、針江生水の郷委員会の方、前

川正彦さん (NPO法人高島トレイルクラブ代表）

塾生同士の親睦を深めるための合宿形式での開催。 1日目は、「針江生水の

郷（はりえしょうずのさと）委員会」を訪ね、生活の中に根づく伝統的な川

端（かばた）の文化を地域資源ととらえ、エコツアーとして地元以外に見せ

地域に学ぶ 1ていくことで地域づくりにどのように繋げておられるかを学んだ。 2日目

は、「NPO法人高島トレイルクラブ」を訪ね、藪に埋もれていた古道やか

つて使われていた山道を活かし、こつこっと整備しつないだ高島トレイルを

観光資源とし地域の活性化を図っておられる取り組みを学んだ。

講
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第 1回サブ講座

日
一
場

テ

こ 3日（土） ～24日（日）

マ 気になる人・団体さん訪問

「山里暮らし工房風結い」

杉嶋青出さん（株式会社澤村）

・解体寸前の伝統的な古民家を移築再生して甦らせた

．昔ながらの暮らしの原点には、持続可能な豊かさがひろがっている

「ソラノネ食堂」

岩田康子さん（ブルーベリーフィールズ紀伊國屋 経営者）

・ちっちゃなおにぎりを渡して、美味しいねと言ってくれる幸せ

・釜戸で炊く、火を扱うこと、それが家の中にあるという豊かさ

地域に学ぶ
「市民エネルギーたかしま」

山村和夫さん（一般社団法人市民エネルギーたかしま 理事長）

・地域にある、太陽光・バイオマス・小水力を使ってエネルギーを得る

・小水力発電（百瀬川）計画予定地を見学

「FEC自給圏ネットワーク」

福井富久子さん (NP0法人 FEC自給圏ネットワーク 世話人代表）

• food, energy, careの頭文字

・食糧、エネルギーを自給する暮らしと地域づくり
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第4回本講座

：□日：：［三づくり社会づく り」
岸田員代さん（おうみ未来塾アドバイザー

講

内

/ NPO法人パートナーシップ・サポートセンター代表理事）
師 I
藤田知丈さん（第 7期卒塾生／ 「ひょうたんから KO-MA」メンバー）

長阪 青箪さん（第 12期卒塾生／「古ゞ屋」メンバー）

講義では、多様な地域の主体と協力しながらすすめている企業と NPOの協

容 働事例を学んだ。フィールドでは、卒塾生が取り組む地域づく りの事例を参

考に、これからの地域づく りのあ り方を探った。

第2回サブ講座①

日 付 2 0 1 4年9月28日（日）

場 所 守山市（和食ca f e 「go-en ゴエン」）

「卒塾生を囲む会（グループ活動、グループ編成に向けて）」
丁 マ

・広賓さん（第 1期生）・遠藤さん（第 1期生）

第2回サブ講座②

日 付 2 0 1 4年10月10日（金）

場 所 大津市（淡海ネットワークセンター ふらっとルーム）

「卒塾生を囲む会（グループ活動、グループ編成に向けて）」
7― マ

•松井さん（第 1 期生）・斎藤さん（第 5 期生）・山本さん（第 1 2期生）

第2回サブ講座③

日 付 2 0 1 4年10月14日（火）

場 所 草津市（市民交流プラザ）

「卒塾生を囲む会（グループ活動、グループ編成に向けて）」

ナ マ ・澤さん（第 1期生）・橋さん（第7期生）

・日下部さん（第8期生）・澤さん（第 10期生）
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第5回本講座

三三冒：；菜の花館」「あいとうふくしモール」

藤井絢子さん（おうみ未来塾アドバイザー

講

内

師 I
/NPO法人菜の花プロジェクトネットワ＿ク代表）

野村正次さん（株式会社あいとうふるさと工房代表取締役／NPO法人愛のま

ちエコ倶楽部副理事／NPO法人まちづくりネット東近江代表）

愛東という地域を拠点に市民の力で広がりを見せている「菜の花プロジェク

容 I
ト」のムーブメントについて学ぶ。また、食とエネルギーの地産地消を通し

て地域の自立を図る取り組みから、地域と共に創る市民活動のヒントを

学んだ。

第6回本講座

：叫こ五ここ：）くり」

講

内

中川芳江さん (Office SPES代表
師 I

／一般社団法人ソーシャルビジネスネットワーク理事）

創造実践コースでのグループ活動に向けて、地域課題解決のための事業計画

容 1書を作成し、活動を継続して行えるように、事業と事業費を結びつける力を

備えることを目標とした。
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第7回本講座

： ：：議室

趣
t::::, 
塾生同士で話し合い、 20 1 5年 1月からグループ活動を始めるための
日 1

グループ編成を行った。 (3つのグループが誕生）

第8回本講座

日
＿
場

テ

講

内
言二：二ご白：：；勺な
地域診断の手法を学んだ。

グループ活動目標発表会

：：：三］プ活動における、目標発表を行った。
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第9回本講座

: ;] |::;;::4: : :;;: 
テ

講

内

マ 1 「リーダーシップと合意形成」

師 I
岸田員代さん（おうみ未来塾アドバイザー

/NPO法人パートナーシップ・サポートセンター代表理事）

自己分析によって、客観的に自分の強み弱みを見つけ、未来を担うリーダー

容 I
として求められる要件・能力について考えた。また、組織を運営するにあた

って、地域プロデューサーとしての合意形成の図り方や個人と組織の関係に

ついて、ワークショップを通じて学んだ。

(

O

OJ 

Q
.
J
(
 

グループ活動中間報告会（公開）

：：：王舌動における中間報告を行った。

ループ活動
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グループ活動成果発表会・卒塾式（公開）

： ―  -ー ：舌動における成果発表を行った。
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第 1回塾生会

日 付 2 0 1 4年 7月5日（土）

場 所 甲賀市 中央公民館

•世話人会、編集委員会、全体塾生会の運営方法について

議 事
・情報共有ツールとしての Facebookグループについて

• 1 3期生と事務局の全員がFacebookグループに入る

．塾生会と本講座の報告書のフォーマットの作成について

第2回塾生会

日 付 2 0 1 4年 7月26日（土）

場 所 近江八幡市 鳩の湖会館

•世話人会、編集委員会の報告

議 事
・情報共有ツールとして、フェイスブック、メーリングリストを併用する

・FBにおける塾生の写真の取り扱いについて

・サブ講座の内容について、各担当において調整を進める

第 3回塾生会

日 付 2 0 1 4年 8月23日（土）

場 所 高島市 白浜荘

・情報共有ツールとして試験的に運用している OneDriveについて

議 事 ・創造実践コースのグループ編成のスケジュールについて

・9月～ 10月に卒塾生の方々にお話を伺うサブ講座を設定

第 4回塾生会

日 付 2 0 1 4年 9月27日（土）

場 所 米原市古ゞ屋

・情報共有ツールとして FBとメーリングリストの書式フォーマット

議 事 •本講座等の出欠を、 FB イベントの「参加」「不参加」で集約

・配車、ピックアップ方法の確認について

第 5回塾生会

日 付 2 0 1 4年 10月26日（日）

場 所 近江八幡市 「中華料理吟華」

議 事
・グループ編成に向けたワークショップを実施

．．塾生一人一人が、やりたいことを発表

第 6回塾生会

日 付 2 0 1 4年 11月30日（日）

場 所 ピアザ淡海 206号室

議 事 ・グループ編成の話し合いを行い、地域で4つ、テーマで 3つにしぼった。
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第 7回塾生会

日 付 2 0 1 5年 1月11日（日）

場 所 彦根市（大学サテライト・プラザ彦根）

議 事
•各グループから活動進捗状況について報告

・2月28日のグループ活動目標発表会に向けたスケジュールを確認

第8回塾生会

日 付 2 0 1 5年6月21日（日）

場 所 ピアザ淡海 3 0 1号室

議 事
・グループ活動中間報告会での配布冊子の印刷製本作業を行った。

・グループごとに報告会に向けての打ち合わせや発表練習を行った。

第9回塾生会

日 付 2 0 1 5年9月24日（木）

場 所 淡海ネットワークセンター ふらっとルーム

議 事
・成果活動報告書の方針等について（編集委員会と兼ねて開催）

・卒業記念品について

第 10回塾生会

日 付 2 0 1 5年 12月6日（日）

場 所 ピアザ淡海 207号室

議 事
・グループ活動成果発表会での配布冊子の印刷製本作業を行った。

・グループごとに発表会に向けての打ち合わせや発表練習を行った。

※ 「本講座」「サブ講座」「塾生会」以外に、 「世話人会（基礎実践コース）」「代表者会議

（創造実践コース）」 「編集委員会」も開催した。
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グループ活動
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キモチカエル＠兵主

（地域の様々な人の気持ちを変える）

【メンバー】

安達みのり
伊藤大輔
大橋亮介
近松慶孝
中井あけみ
藤岡いづみ
藤田太裕
山本克也
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（甲賀市）
（草津市）
（近江八幡市）
（岐阜市）
（栗東市）
（野洲I市）
（草津市）
（大津市）



1 ■ 《活動目的》

地域課題の解決を妨げる根源的な問題は？

「地域活動に関わらない住民の地域への愛着の薄れ」と推測！

地域住民が地元の良さを発見、認識して地域への自信を持てば、地域活動に関わる意欲

が芽生えると期待！ （シビックプライドの醸成）

特に、若い子育て世代や若者は、地域活動への参加機会が少なく、何か動機付けが必要。

地域活動に積極的に参加できる土壌をつくる。

Uターンの増加、結婚や出生率の向上が期待出来る！

［活動への想い］

兵主地域の中心であり、 1300年祭を控える兵主大社の井口昌宏宮司によると「地域住民の方々

との結びつきを、もっともっと強めていきたい。我々神社は、地域の方々の協力なしには存続で

きないんです。」とのこと。私たちキモチカエルは、自然豊かな兵主の地で育まれた「食材」、

「郷土料理」を通じて、 「兵主大社」という場所を中心に、地域の方々に愛着を深めてもらう活

動を行おうと決めました。

【テーマ】 r地域食材で料理作りを楽しみ、兵主をもっと好きになる！」

【ミッション】

・兵主住民の地元への愛着を深め、自らが地域課題に取り組む風土をつくる。

【目的】

・兵主地区の魅力や宝物として r郷土料理」と r兵主大社」に着目し、地域住民

がこれらについて学びを深めることで、地域への愛着を深めることを促す。

・外（他地域）を知ることで、内（地元）の良さを発見してもらうため、 rピク

ニック」で多地域の住民を繋げる。

【ターゲット】 兵主地区に住む、地域活動に関わるきっかけがない住民

（女性を中心に若者、子育て世代）
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上，

2. 《キモチカエル＠兵主の活動記録》
・グループミーティング

・地域ヒアリング

・地域イベント （参加）

•主催イベント

月日 種別

12月14日 おうみ未来塾全体

1月5日 グループミーティング

1月ll日 グループミーティング

1月25日 他地域との交流

2月1日 グループミーティング

2月12日 地域ヒアリ ング

2月28日 グループミーティング

2月28日 おうみ未来塾全体

3月16日 地域ヒアリ ング

3月24日 グループミーティング

4月4日 地域イベント

4月ll日 地域イベント

4月27日 グループミーティング

5月5日 地域イベント

5月5日 グループミーティング

5月10日 グループミーティング

5月24日 主催イベント

6月7日 地域イベント

6月21日 グループミーティング

6月28日 グループミーティング

• l 5回
2回

7回

4回

内容

グループづくりワーク

ピクニックをしよう ！

第1回会議＆新年会

地域診断•第2回会議

兵主の魅力を発見！

ピクニック＠観音寺

第3回会議

地域ヒアリング①

活動目標発表会事前会議

兵主弁当をつくろう！

活動目標発表会

地域ヒアリング②

第4回会議

満月マルシェ

家棟川お花見舟

第5回会議（定例・平日）

料理教室をしよう！

兵主祭り

第6回会議

兵主マルシェを開催しよう！

第7回会議 （定例・日曜）

料理教室＆ピクニック

やすまる広場

第8回会議＆リハーサル

第9回会議
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場所

近江八幡

プラザ彦根

観音寺公民館

淡海ネットワークセ

ンター

野洲市役所など

ピアザ淡海

ピアザ淡海

兵主大社、菖蒲漁港

など
野洲市市民活動支援

センター

マイアミキャンプ場

家棟川

近江八幡スタバ

兵主大社

野洲市ガスト

兵主大社→市民活動

支援センター
コミセン兵主→兵主

大社

野洲図書館

淡海ネットワークセ

ンター

ピアザ淡海



6月28日 おうみ未来塾全体 中間報告会

7月11日 グループミーティング 第10回会議

8月18日 地域イベント あやめ浜祭り

8月18日 グループミーティング 第ll回会議

9月15日 グループミーティング 第12回会議

9月27日 主催イベント じゅんじゅんPARTY

9月27日 グループミーティング 第13回会議

10月5日 グループミーティング 第14回会議

10月22日 マルシェ打ち合わせ 兵主マルシェ打ち合わせ

70月24日 地域イベント
兵主収穫祭

ビワマス試食会＆茶話会

1 1月5日 マルシェ打ち合わせ 第1回マルシェ実行委員会議

l l月22日 地域イベント ビワマスフォーラム

11月23日 主催イベント 第1回兵主マルシェ

【ピクニック＠観音寺】 20 l 5年1月25日

（目的）ピクニックや自慢大会を通して、

地域の人たちと交流し課題を発見する

（近松）空き家が2軒しか無いのに将来に危機感がある。

（安達）私が知らないだけで、こうして自分の住む町の

課題を解決する為に住民が一生懸命前向きに取り組んで

ピアザ淡海

草津NIWA+

あやめ浜

あやめ浜

草津NIWA+

兵主大社

兵主大社

草津NIWA+

兵主大社

コミセンひょうず

コミセンひょうず

コミセンぎおう

兵主大社

おられる地域はたくさんあるんだと思います。やはりまずは地域を知ることが大事。

（藤岡）奥様達、みなさん自然が好きとおっしゃってました。それとよそから嫁いで来られた奥

様も最初は、え～ ！って思ってたけど今では繋がりができて、離れたくないとおっしゃってたこ

とが印象に残ってます。

（中井） 14戸の皆さんの助け合いの精神、この在所が好きだから、一人では出来ないけれど、皆

で何事も一斉にして、この地域を守っていかなければと言う思いが強く感じた。

（伊藤）草刈りなどの集まりでは1戸2人以上出ることになっており、最低でもl人は出てきて、

全戸出席という事実。三浦さんという、補助金申請等、情報通で、人に与えることが好きなリー

ダーの存在。

40 



【ヒアリング＠兵主】 20 l 5年3月l5日

主凸のーマンヘヒアリン‘： ハ：さん 主土 かおるさん 込＾へこ‘ < 

兵主大社宮司 井口昌宏氏のお話し

〇兵主大社の成り立ち

・兵主大社の由来は、中国の山東省の兵主神（八神信仰）。中国→朝鮮半島→日本に鉄と同じ

ルートで入ってきた。 （穴師、穴太など、穴のつく地名に多い。穴＝鉄を精製する穴）

・全国の兵主社50社中30社は兵主大社から分祀された。

．昔は、やな漁の漁業権を兵主大社が持っていた。春は鮎、秋はビワマス、夏は鰤（はす）が採

れ、皇室へ献上していた。

01300年祭・記念行事のお話し

・兵主大社の創立は718年。 2018年は御鎮座1300年にあたり、 1300年祭・記念行事を策定し

ている。

・ソフト面（兵主菜蕪や兵主神社サミットなど）とハード面（屋根の葺き替えなど）の2種類の事

業による。ソフト面では、外部協力者との共同事業とする。

〇兵主菜蕪のお話し

・兵主菜蕪は、室町時代から明治中期まで周辺地域で特産品と して栽培されていた。

・兵主大社の御鎮座1300年祭記念事業として兵主菜蕪を復元し、神饂としてお供えする予定。

・当時の種は失われてしまったので、近江蕪と聖護院蕪を掛け合わせて、新しい兵主蕪の品種開

発を進めている。 （タキイ種苗株式会社の協力の下）

•在来兵主菜蕪の特徴は、 いた葉、蕪は大きめ

・掛け合わせた菜の花から種を採って植えても、大半は先祖返り をする。僅かに先祖返りを しな

い種を採って、徐々に新品種を増やして行く。品種の安定に、約 10年間はかかる。

・地域の氏子（農家）が、品種改良の畑を手伝っている。

・兵主菜蕪が完成したら、最終的には地域で広めてつくってもらう。

・兵主蕪の昔ながらの料理は、干した蕪を煮た味噌汁。現代に合った料理を開発し、若者も食べ

られるようにしたい。 （レシピ本あり。） →ブランドづくり

〇八ッ崎神事のお話し

• 1604年10月上旬（現在の12月上旬）に穴太から大国主命が亀に乗って八ッ崎に着き、 そこか

ら鹿に乗って兵主大社までおいでになった。

•毎年 12月上旬に、こ神体を琵琶湖で洗い清める。神様の復活（循環）を促す神事である。

．昔は、琵琶湖周辺に内湖が多くあり、田や川からの汚れた水を浄化する働きをしていた。

・内湖では、にころブナやもろこの産卵場所となっていた。

•野洲I J II →琵琶湖→雨→野洲I川 の循環の摂理という、全体性を見ることが大切。
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3.《キモチカエル＠兵主「食」のイベント活動》

第旦単 ひょうず料理教室＆ピクニック

〇開催日

〇場所

2 0 l 5年5月24日

コミュニテイセンターひょうず

兵主大社

0スケジュール
10:00~12:00 料理教室（コミセンひょうず内調理室）

12:00~12:30 片づけ・移動

12:30~14:00 昼食・ピクニック（兵主大社）

※兵主大社宮司さんによる、兵主の食についてのお話しもあり

〇料理内容

・湖魚料理の定番「えび豆」と「たてぼしご飯」

• かけな汁（希少な兵主特産・伝統野菜 「兵主蕪」と手作り味噌「さくらっこ」のお味噌汁）

•お漬け物

〇参加者・・・ 14人
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H 

巳

（アンケート集計）

1、本日の感想

・交流があり楽しかった ・新しい発見があった ・兵主大社、そのものや庭の話を聞きたい

．勉強しながら美味しく頂けた •宮司さんのお話は大変興味深かった

・地元の食材を使った料理やピクニックは楽しかった ・えび豆は自宅でも作ってみたい

・地域のことが勉強できるので、是非地域の方に来て頂けるものになると良い

・蛍の話が心に残った ・食材のエピソードを交えた料理教室、楽しかった

•楽 しいと頭に入りやすい ・親子での参加を次回以降増やせたら良いのでは

・料理教室は、参加者と会話を しながら作り、楽しかった

．どの料理も美味しく出来上がり、満足

・皆さんと楽しくCOOKINGでき、良いお天気の下ピクニックできて良い企画。プラス学び時間が

あったのがポイント

・自家用車がないと遠い、バスが少ない ・兵主大社の木立ちが気持ち良かった

・料理を通じてコミュニケーションが取れて、参加者同志の距離が縮まる

・料理を通じて兵主の食材のことが知れる、作り方を教わり、自分の生活に活かすことができる

・食の素晴らしさを痛感、第2、3回と続けていくべき！

2、兵主の好きなところ

・兵主大社という立派な大社があること ・夏は田んぼの水で涼しく過こせる

• 宮司さんが地域で育った特色あるものを誇りと愛着を持って、改めて歴史から伝わってきたこ

とを未来に伝えたい思いに感動

・歴史ある魅力溢れる地域 ・宮司さんの蕪の取り組みに感動 ・自然の多く残った兵主大社

・兵主菜の普通の菜と違う葉の形をしているところが好き ・のどかな田園風景

・地元の食材の豊かさ •水たまりの横だったので虫が多かった ・兵主蕪のルーツ

3、今後のキモチカエル活動への期待

・昔ながらの料理を知ってもらえる機会をあれば嬉しい

・「兵主市」是非そのあしがかりを作って下さい

• 室町時代から独自性の兵主蕪をアピールすることを期待 ・食材の収穫体験

・料理の勉強会（これから第2、3回と） ・地域の魅力MAP作り ・鮒ずしの漬け方講座

・地域の皆さんが知らないことを毎回盛り込んだ内容になれば楽しいのでは？

• 宮司さんも期待応援されている様子が嬉しかった • 他の地区の郷土料理も作りたいです

・ピクニックコースの拡充 ・兵主蕪の新しいレシピにチャレンジ

・メンバー以外の方を多く呼び込むこと

・地元のもので作った料理が地元の古くから伝わっていた手法で更にONLY ONEの籾理である

ものであってほしい

・男の豪快料理（コイの洗いやアメノウオの刺身、コイのまる揚げ、フナー匹煮込みなど）

・料理教室→ピクニックの繰り返し
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第2弾 ビワマスじゅんじゅんパーティ＆ピクニック＠兵主大社

〇開催日 2 0 l 5年9月27日

〇場所 兵主大社

〇スケジュール

10:00~11 :30 じゅんじゅん準備、 「兵主アドベンチャー～動物を探せ！」

11 :30~12:00 ビワマスのお話 (NPO法人家棟川流域観光船 北出肇氏）

12:00~13:30 ビワマスじゅんじゅんPARTY

13:30~14:00 兵主さんクイズ！ （兵主大社宮司 井口昌宏氏）

〇料理内容 ビワマスのじゅんじゅん、フルーッポンチ

〇参加者・・・ 16人

〇内容

r兵主アドベンチャー～動物を探せ！」

・事前の調査で、兵主大社には様々な動物の石像があることを知り、それらを子ども達が探す

「アドベンチャー」的な遊びを考案した。

•こ の地に大国主命が鎮座される際、亀と鹿に乗られてきた伝承がある。そこで、子ども達に

発見した動物達の中で、兵主大社の主人公とも言える動物を当てる問題を出した。

・アドベンチャーマップを渡し、動物探しを開始！制限時間約30分間で、子ども達とキモチカエ

ル＠兵主のメンバー2人が、兵主大社の敷地内を駆け巡った！

・子ども達は、意外に早くほとんどの動物を発見した。しかし、主人公当てクイズには、 「う さ

ぎ」や「こまいぬ」と答えた。答えが亀と鹿と知り、兵主大社について勉強になった。
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ビワマスのお話

(NPO法人家棟川流域観光船北出肇氏）

・パネルを使い、家棟川にビワマスの遡上を増やす取り組みについてお話をいただいた。

・現在の産卵床は、岩が多い。ビワマスが産卵のために穴を作ろうと尾を叩きつけ、体を痛めて

しまう。川底に砂利を敷き詰め、産卵床を作る取り組みをしている。

（ビワマスフォーラムにて：今年は、産卵床に20匹ほどが遡上しているのを確認できた。 ）

ビワマスじゅんじゅんPARTY

・兵主大社の台所をお借りし、野菜やビワマスを切ったり準備をした。

・兵主大社の敷地内にある四阿に食材を運び、鍋に入れてじゅんじゅんを作った。

・じゅんじゅんは、すき焼きと同じ味付けで、肉の代わりにビワマスを入れて味わった。

・地域のフルーツで、フルーッポンチを作った。子ども達に大人気で瞬く間に無くなった。

45 



兵主大社クイズ （井口昌宏宮司）

・子ども達向けに、サプライズで兵主さんクイズをこ用意いただいた。 （お菓子の景品付 ！）

・子ども達には少し難しい問題もあったが、お菓子欲しさに、競って手を挙げた ！

・クイズの中には 「兵主アドベンチャー～動物を探せ ！」 と同じ問題があり、覚えたての答えを

早速、披露した。

・兵主大社が、ゆるきゃらを募集中。子ども達で、ゆるきゃらを描いた。

ハ`

◇ rビワマスじゅんじゅんPARTY＆ピクニック＠兵主」の成果

・ビワマスのお話を聞き、その生態や希少性を知りながら食した「ビワマスじゅんじゅん」は、

格別に美味しかった。 「食」を通じ、ビワマスの遡上を増やす意識の向上に繋がった。

• この日、子ども達が兵主大社で遊んだり、宮司さんのお話を聞いた ことは、大人になっても

忘れない思い出になるだろうと期待する。次世代の子ども達に、地域のシンボルである兵主大

社に愛着を持たせるきっかけになった。
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．． ・ 

第3弾 兵主が大好きな方のための～気楽に茶話会～

〇開催日 2 0 l 5年 l0月24日（土）

〇場所コ ミュニテイセンターひょうず

〇スケジュール

l 0:30~l l :30 l回目

14:00~15:00 2回目

〇内容

•若い方、子育てママから、おじいちゃん、おばあちゃんまで、琵琶湖のビワマスでつくった特

製焼きたての「ビワマスパン」をほおばり、お茶やコーヒーを飲み、おやつを食べながら、兵主

の好きなと こる、お宝、じまん、昔のこと、お祭り、くらし、ちょっぴり気になることを、テー

マに沿って気楽にお話しいただ＜茶話会スタイルのワークショップを実施。

〇参加者・・・約35人 （途中退席者を含む。アンケート回答者は26人）

（主なアンケー ト集計結果）

ビワマスパン試食アンケート

(l)パンの味はいかがでしたか？ （回答者： 24人）

・・・美味しかった61.5%、普通30.8%

(2)地域の食材の良さを感じましたか？ （回答者： 25人）

．．．感じた88.5%、感じなかった7.7%

2 気楽に茶話会アンケート

(l)回答者の属性

・性別（回答者： 26人） ・・・女性77%、男性23%

・年齢層 （同上） ・・ • 60代38%、 50代 ・ 70代各19% 、 10代 ・ 40代各8%、

30代・ 90代各4%

・所属・職業（同上）・・・主婦46%、無職23%、会社員ll%、農業8%、

行政職員 ・学生• 他各4%

•お住まい（同上） ・・・兵主地区50%、その他野；州市38%、他12%

(2)内容について （回答者 ：20人） ・・・非常に良かった20%、良かった80%
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(3)兵主にとって一番大切なもの

・ 兵主祭（の継続）・・• 4名

・ 兵主大社・・・ 2名

・ 人と人とのつながり（交流、コミュニケーション、近所付き合いが良い、地域の人の団結

カ、助け合い） ．．． 7名
・ 自然（豊か）・・・ 4名

• 生活がやりやすくする・・・ 1名（野洲'|市内在住、 50代、農業、女性）

・ 若者・・・ 1名（近江八幡市在住、 40代、行政職員、男性）

(4)兵主で一番心配なこと

（農業）後継者不足・・• 3名

・ 高齢化・・・ 3名

・ 若者の流出（兵主在住、 60代、主婦）

・ 人口の減少（兵主在住、 70代、無職、男性）

• 自然を残すこと・・・ 2名

・ 地震・台風等の災害（野；州市内在住、 50代、農業、女性）

・ 琵琶湖岸の浸食化・汚染（兵主在住、 60代、農業、男性）

・ 店が少ない （野洲I市内在住、 60代、無職、女性）
・ 事故の場合の連絡（兵主在住、 90代、無職、女性）

(5) 主なこ意見•こ感想

色々な茶話をして楽しかった。 （兵主在住、 40代、会社員、男性）

色々と話しができ、参考になりました。 （野洲I市内在住、 50代、農業、女性）
日頃話すことない方たちと野洲1 （兵主）の話しができて楽しかったです。

凶~ ¥'r ~ ~ 

（兵主在住、 30代、主婦）

近くに住みながら、兵主の特色が分からない。 （野洲I市内在住、 60代、主婦）
年間の行事を皆参加出来るものがもっと欲しいです。 （兵主在住、 90代、無職、女性）

砂 l寸匂i社ーノt

／／嗜詫

~---1:-
屁氾知心
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ビワマスパン

材料

強力粉： 200g、米粉： lOOg 

イースト： 6g、塩： 3g、さとう： 27g

油脂（バター） ：27g、たまこ‘:50g

牛乳90m|、水100m|、ビワます： 90g

炒りこま： 30g、大豆（茄でたもの） ：60g 

トッピング

ビワマス： 30g（ほぐしておく）、

玉ねぎ30g（みじん切り）、

炒りこま：少々、シュレッドチーズ： 45g

作り方

① 強力粉、米粉、イースト、さとうを合わせてたまこ、牛乳、水を合わせたものを

加えて、塩を加え捏ねたり叩いたりしながら（約15~20分位）グルテン膜を確認

する

② 生地をまとめて、第一発酵させる（ボウルに油脂を塗りまとめて生地を入れ、

ラップをして）30~40分

③ 生地を50gに分割し、丸めて、ベンチタイムを(l5分）とる。その時、固く絞った

ふきんをかぶせ、ナイロン袋をかぶせる（乾燥させないこと）

④ ベンチタイムが終わった生地を、 10cm位に広げ、スケッパーでlcm角にカット

して紙、またはアルミカップに入れ、仕上げ発酵させる。ふきん、ナイロン袋を

かぶせ、 30~40分

⑤ 発酵が終われば、たまこを塗り、 トッピングをして、 190℃13~15分焼成する

中主漁業協同組合・松沢松治さんのお話

・アメノイオ（地域の人は、ビワマスとは言わない！ ？）は、琵琶湖の中では水深80m

より深みにいるので、昔の漁師には採ることができなかった。

•名前の通り、雨が降り、 川が増水したときに遡上をする。これを狙って、 川沿いの集落

の人々が採ることができた。 （兵主大社のヤナバ）

•野洲1 の アメノイオは、家棟） 1| →童子川→中の池川を遡上する。しかし、途中に 3mもの

落差があるため、それ以上は遡上できない。落差のある場所の手前は岩盤のため、アメ

ノイオが体を岩に叩きつけて産卵場所をつくろうとする。良い産卵場所をつくるため

に、川底に砂利を敷き詰めるプロジェクトが進行中である。

・魚は、環境を良くすれば沢山増える。放流や駆除は意味がない。
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zァイナル 兵主マルシェ＠兵主大社
r兵主大社1300年祭に向けて、“食”で兵主を楽しもう。」

兵主大社X地域食文化

〇主旨

“丘主大土’'と‘‘地域文ヒ＂を地域の方々 、 、に--++-い ‘に 呟熾をいただき、丘主大土 1300

祭に向けて、地域が一体となり盛り上がる風土をつくる。

・地域では周知が行き届いていない「 l3 0 0年祭」をPRした。

・地域の方が興味を持ちやすい“食＂をテーマとし、地域食材でつくった兵主丼を披露した。

・地域でつくるマルシェを目指し、出店者は、兵主地区や野：州市に在住の人々に依頼をした。

•主催者として「兵主マルシェ実行委員会」を結成した。地域の女性 3 名が参加した。

（実行委員会議l回、 FACEBOOKグループページを作成。）

〇開催日

〇場所

2 0 1 5年11月23日

兵主大社

〇スケジュール

l l :00 兵主マルシェオープン

12:30~13:00 ピアノ＆ソプラノ演奏

13:00~13:20 兵主太鼓保存会の演奏

13:30~14:00 兵主大社宮司さんとじゃんけん大会

15:00 終了

〇出店者と出品物 （参道に沿って店舗、ステージを配置）

・カフェゴサク（オムライス、近江牛カレー、スープ、コーヒー）

• NiceTimes（滋賀の地酒、中華粥、スイーツ）

・じのもんや（兵主かぶのご講汁、甘酒、玉こんにゃく）

・古布工房Y （手芸品）

• はな＊はん＋3tree's （消しゴムはんこ、エコクラフト）

・ちゃた（似顔絵）

・ファーマーズ・マーケットおうみんち（農産物加工品）

• 桜味会（味噌）

・レイクスファーム（無農薬野菜、ブルーベリー加工品、お菓子）

• teco.（コットンパール、アクセサリー）
• CHIK-TON（手芸品）

〇来場者数

・約300人（正確なカウントは無し）

・食事の販売数約120食

・演奏鑑賞約25名

・

・
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〇広報

・ひょうず収穫祭にてチラシを配布（約300枚）

・コミセンひょうずにチラシを設置（約200枚）

・周辺地域にポスティング（約300枚）

・兵主大社庭園紅葉ライトアップの広報に掲載（野洲I市環境経済部商工観光課の協力により）

• FACEBOOKのページを作成、告知（リーチ2009人、いいね！ 199人）

0ビワマスの兵主丼（販売数、約60杯）
・キモチカエル＠兵主がオリジナルでレシピを考案し、出品した。 （レシピ担当：中井、藤岡）

・ビワマスをはじめとした、地域の食材で作った。

•井口昌宏宮司のお話を、 「聞き書き」としてまとめた冊子を同時に配布した。

ビワマスの兵主丼
材料 (4人分）

米： 2.5C(400g)、ニンジン： 20g、こぼう： 15g、ビワマス： 200g

干しシイタケ： 1枚、炒りこま、生姜、刻みネギ、柚子

醤油： 40m|、酒： 20m|、みりん： 20m|、しいたけの戻し汁： 2.5C(500ml) 

作り方

干しシイタケは水に戻す。戻し汁は残して置く。

米を洗い、ざるに上げて水切り。

ビワマスは3枚おるし、

しいたけの戻し汁、醤油、酒、みりんを沸騰させ、中にビワマスを入れて煮る。ざる

にあげて、身と汁に分ける。身をほぐす。煮汁はご飯を炊くときに使用する。

煮汁の量を計り、水を加えて3Cにする。 (600m I) 

炊飯器に米、しいたけ、ニンジン、こぼう、ビワマス、針生姜を入れて炊き上げる。

よく、蒸らす。全体に軽く混ぜ合わす。

（盛り付ける） 刻みネギと柚子の千切りをトッピングし、炒りこまを振る。
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拙元演奏家による音楽生演奏

• 井口昌宏宮司のこ‘‘子息である穂高さんと、ソプラノ歌手徳田亜由美さんのユニット「SPISSO」

のピアノと歌声が、兵主大社に響いた。

・兵主太鼓の保存活動をする 「兵主太鼓保存会」の中・高校生チームが、太鼓演目を披露。

保存会には、地域に住む人たちだけでなく、地域外からも活動に参加して練習に励んでいる。

兵主大社宮司さんとじゃんけん大会

・出店者からのプレゼントをかけて、井口昌宏

宮司と子ども達とのじゃんけん対決を行った。

・途中から、大人が参加する場面も。親子参加

で、とても盛り上がった。

◇ 「兵主マルシェ＠兵主大社」の成果

・天気が心配されたが、予想以上の来場があり、多くの地域の方々に楽しんでいただいた。

特に、子ども達は敷地内を駆け回ったり、縄跳びをしたり、楽しんでいた。

・出店者からは「兵主さんで、このようなイベントができるイメージが湧いた。」、 「こんな素敵

な場所があるとは知らなかった。」という声があるなど、兵主大社の存在価値を、地域の若い

担い手が認識いただくきっかけになった。

・地域の食材でつくったビワマスの兵主丼は、大好評だった。兵主丼と一緒に「兵主大社聞き書

き」を手渡し、地域食材の背景を知っていただくきっかけになった。

・地域の方を巻き込んだ実行委員会にとっては、大きな成功体験となり、また、実績となった。

次回の実行委員には、より多くの地域の方に参加をいただける可能性が大きくなった。

・突然の申し出にもかかわらず、井口宮司に「じゃんけん大会」にこ協力をいただいた。

こ挨拶では、 「今後も、兵主さんを宜しくお願いします。」と、地域の人々へのメッセージが

印象的だった。

'
ー
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4. 《キモチカエル＠兵主今後の活動》

現状 MlSSlON 
兵主マルシェは盛況に終わったものの、キモチカエル＠兵主のミッショ

ンを達成するには、より多くの地域住民に関わっていただく事が必要で

ある。

目標 GOAL 
キモチカエル＠兵主は、兵主での活動の継続として、 20 l 8年の兵主

大社 1300年祭までの2年間で、兵主マルシェを 2回開催する。

そして、‘‘兵主大社'’と“地域食文化”を地域の方々、特に若い世代に再認

識をいただき、兵主大社 1300年祭に向けて、地域が一体となり盛り

上がる風土づくりを継続する。

展望 VISION 
兵主大社 1300年祭を終えた後も、引き続き地域住民の手によって兵

主マルシェや、それに代わるイベントが恒例行事となり、 「兵主を大好

き」な人々で溢れる未来を展望する。
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匿
ひょうす料理教室＆ヒ，，二、'I，，
ひょうすの瘤土料理・湖魚料理を7口から学び、

新緑の兵主大社でピ，，ニ・り7／食育にも最適I

●日時：5月24日（日） 9:30~10:00 受付
コミュニテイセンターひょうず調理室
野洲市六条1509・1
10:00~12:00料理敦室
12:00~12:30片づけ・移動
12:30~14.00昼食・ビクニック（兵主大社）、
13:00より、兵主大社宮司井口昌宏氏をお招きし、
「兵主の食」（仮称）についてお1舌． •雨天時は、兵主大社の室内にて昼食．

●料理
湖魚料理の定誉「えび豆」
兵主の魚にやさしい田んぽでつくられたお米
「魚のゆりかご水田米Jでつくる、おめでたいときの「たてぽしご飯J
かけな汁（希少な兵主特産・伝統野菜の「兵主菜かぶ」と
手作り味噌「さくらっこ」のお味噌汁）

., •他野菜物1品予定
●講師藤岡いづみ（野菜ソムリエ、ジュニア食育マイスター）
●レシビ作成・中井あけみ（食育推進ポランティア、
農と食のコーディネーター、通称もんぺおばさん）

●持ち物：お皿、お箸、カッブ、エブロン、飲み物、ピクニック時の帽子、タオル、雨天時の雨具

●参加費．大人一人500円、子ども（小学生以下、食事のみ参加可）一人：200円。
当日受付時にお支払いください。

●定員：12名（申込先着順、定員なり次纂締切） ●申込期限：5月22日（金）

●お申し込み•お問い合わせ
ひょうずの食イペント実行委員会

•崖

ひょうず料理教室＆ビクニック Q 

https://www.facebook.com/events/1432831397035213/ 

●主催おうみ未来塾第13期キモチカエル＠兵主グルーブ

の
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若い方、子育てママから、ホじいちゃん、11'!1＃あちゃんきで、
琵琶湖のピワマスでつくった特製焼きたての「ビワマス／Cン」を
暦11'!1が1．ホ荼やコーヒーを飲砂ホやつを食べながら、

兵主の好きなところ、命宝、しまん、昔のこと、ホ祭り．＜らし、
ちょっびり気になることを、テーマに沿って気楽にII'!話しください。

●間催日： 10月248（土） 収穫祭e同日
●間催時則：第1回： 10:JO(10:20愛付） ～I l:JO 

第2回 ：14:00(IJ:50愛付） ～15:00 
●場所 ：コミュニティセンターひょう7f I箆会繕室
●参加費：鰐料
●愛付：各回ごとの間始時責1Jまでに会場にて先着順

●定員 ：25名／回（最少催行人黙 ：4名）、回ごとに定l'1になり次第締の切り
・つレゼント：ピワマスパン ，fl!I／ホー人
●主催：汲海ネットワー，，センターおうが未来塾

＊モ干カエIL＠兵主lflL-7,
E-mail: hvozudaisuk120 I 5@umall.com 

＊淡濤ネットワークセンクー（公益財団法人淡：II文化振興財団の費称） ：滋賃の志を詣まえつつ、
撮々な分野における滋賃県民の皆さんの自主的で営9,Jを目的としない社会的活動を総合的に支IIする
ため、 1997年4月1日に設立されました。
＊おうみ未来塾：市民活動やNPOが地ぼii営の一翼を担う時代となった令創遺力とネットワークに
より、行政や企鑽だけでは111決できない地園IIIIに取り11!む人が求められています．i炎溝ネットワー
クセンターの「おうみ未来塾」はこうした新しい地頃1111に駐IJII!む鮭力ある新しいリーダー「地
填ブロデューサー」が青つ塾を目指しています．
＊＊モチカエル＠兵主グルーブ：地域賣渾の開拓と地這課題に駐り11!む「おうみ未来塾」第13期の
グループの一つで、野洲市の兵主地区を中心に2014年末より活動しています．

ビワマスじゅんじゅんパーティー

＆ピクニック＠兵t)く社 DJJ27II (II) 

-MENU-

ピワマスのじゅんじゅん

千節のフルーツポンチ

キモチカエル＠兵l：です。

紅雄 I:l 0()年祭に

:::1i]];:：：畠、：し:)

i••it" : ¥ E f-J) 1 9し(9/li i 1iI, }J : 1しi)、t1

じゅんじゅんPARTYしませんか ‘9

10:00 （受付） ～14:00 
16琶湖にb.9わる纂．1:1籾I!.Lりんじ 9り／」を朋んでハー・9イー

をしtせんか？じゅんじゅんり）fr!1に． lag湖uJujと
才われるビ＇／マスをf,k,・, •そのIU.9iを烹しみまも

みんなでツイツィと作って芙味しく食べましょ），

わ l•柘 9こ．科Jり児：体駒いただ：チャン～＜です！

-f ども 1,,1 けゲーム—

兵 l.:.)<t1アドベンチャー

兵 Ii大社に悶れる、様々な

動物を探そう l

参/JII,/'l500l'J(A溜8学児は無料）／；じll: I （） ~ I／お III し込み ： 070-5640-2447 近松殷ネ

持ち物 ：マイ1111、マイカップ、マイ惰、マイポウル（フルーツIll)、飲み物、敷物（n椅J',

,
'
ノ

54 



箪
心
げ
フ
ァ

シ

。フロ

奮

55 



'.草津7ァン＊7口とは？

（ミッション）

草津の歴史をはじめとした魅力と出会う旅を通じて、草津と人を、人と人をつなげる。

（目的）

メンバーの身近な人や草津に興味があるけど、個人ではなかなか足を運べない人に対して、 草津

を知り、体験できる出会いの旅を提供する。 また、フェイスブックを通じて草津の情報発信を行うこと

で、気軽に草津のことを知って頂く環境を整備する。

（参加者の Before⇒ Afterのイメージ ＆私たちの仮説）

草津っていろいろあるのは知っているけど、いまひとつ人に伝えられない。知りたくても気軽に、しかも楽しく参加でき

る場ってあるのかな？引っ越してくる若い人も多いようだけど、将来も草津の魅力は残って伝わっていくのだろうか？

＇ r
 草津ファン食プロの旅（活動）に参加すると、これまで知らなかった草津を楽しく体験できるし、行った先の人

やことを自分の身近な人にも紹介出来て、自分もいろんな出会いを作ることが出来る！こうした場がいろんなところ

で出来ることで、交流人口が増えるし、草津の魅力は守られ、語り継がれるのではないだろうか！ ？ 

"'- ヽ

（名前の由来）

草津 わたしたちの活動するフィールド

ファン わたしたちが草津好きになる（である）「FAN」、愉しんで活動に参加するの「FUN」

プロ ． 草津の「PRO」DUCT（モノ）や「PRO」FESSIONAL（人）との出会いの場を作
り、「PRO」CESS（歴史・参加の過程）を共有する

そして私たちの目指す地域「PRO」DUCER（願い）

唸 人や地域の「輝き」を見つけ、各所に手を伸ばしそれらを「つなげる」
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（メンバー）

役割 氏名 特徴

代表 宇那木潤 会社では副部長、ファン玄プロでは社長、 2つの役職を持つ男 ！ 草

（未来塾） （大津市） ファン＊プロの生みの親。全てはこの男のコメントから始まった！ ！ 

代表 石本恵津子 3度のメシより草津が大好き！ ！えふえむ草津パーソナリティ。恵津子

（草津市） （草津市） 美声を知らない奴は、草津では生きていけないとの都市伝説も・・

副代表
谷口浩 草津ファン＊プロの活動は、この男の熱い想いから始まる！ 草津を想

（近江八幡市） い、いつかは草津市民を目指して、 今日も草津のどこかで熱く語る。

編集
谷口真理子 草津は通勤で通過するだけ。でも、いつかは私の終着駅に・・熱く語ヽ

（近江八幡市） 浩とともに、草津市民の座を虎視眈々と狙う！

会計
福永哲也 ファン＊プロの金庫番。明朗会計で不正支出は許さない！ ミーティン

（甲賀市） では「現実的な視点では～」から、話し始めるのが口癖。

藤田太裕
ご存じ13期生の若きエース！社長のスカウトで、草津ファン食プロメこ

広報 ーに。広報、司会で大活躍！ ！あまりの安定感とそのオーラに、年齢［
（草津市）

称の疑惑が・・

◎この活動に至った理由

メンバーも平日仕事・学業のあるメンバーばかりで、活動時間の制約がある。かつ、活動の軸に出来るような個

性もない、草津のことも分かっていない。それでも何か活動をしたいし、 そうした市民も多いと考え、私たち自身が学

ぶ機会を作って一緒にともに歩んでいきたいと感じたため。

◎メンバーの想い

年齢・住所・職業・性別、さまざまな違いは有るけれども、メンバー6名には共通点がある。生まれたと

ころと違うところで現在暮らしているということである。私たちは、 それぞれが自分たちと同じ地縁の薄い、

少し不安な想いを抱く人の役に立ちたいと感じているようだ。その人たちにも住みよいまちにしたいという熱

い思いをもっている。草津を想う気持ちで 1つになった仲間とともに、 「粉骨砕身」で、頑張ります！
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2．活動のステッ7

ヽ

津 革体で活劾lてみたい！
』

草津のフィールドワークを絶え間なく行いながらグループ活動の方向性を議論
頃の

（テーマは特になし。まずは草津の人に会うことに奔走）

l 
‘ 

る 1

革i中の魁力を発信lたい！

（メンバー自身分かっていないが何となく草津各所のまち歩き）

1 ． 
f 

ヽ

I) ¥‘ そもそもメシバーのやりたいことは？
i乍

（外国人支援、食と農業、企業向けの地域参加支援、コミュニティビジネスなどバラバラ）

，， ヽ

具体的な候葎地をめぐる
し 」

（小笹農園、木瓜原遺跡など）
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... _ 
I 

’ 

｀ キーワードを「歴丈」に決定！
... ヽ

（メンバーの興味のあることを歴史と紐づける）

＇ ヽ

箪i士の中で情~級癸信のニーズもあり
し 』

（市からの依頼やフェイスブックで草津の情報が少ない）

｀ 歴丈ツアーと情報癸←イ言をテーマに！

ヽ

（参考）草津ファン唸プロの主な活動

主な活動 回数等

ヒアリング回数 3回

イベント主催回数 2回

イベント情報発信回数 3回

ミーティング回数 14回

草津の人々との出会い 15回

・草津市円卓会議・草津市草津川跡地整備課主催くさねっこカレッジ等
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立命館大学内木瓜原遺跡見学 南山田地区小笹農園見学

くさねっこカレッジで草津川跡地の市民活動を考える

。

.J 

草津ファン食プロミーティングの様子 未来塾先輩からの助言を頂く
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3.草津7ァン玄7口の事業内容

◎趣旨

草津ファン＊プロでは、市のような大きな単位でなく、市民が自主的に（私的に）活動を生むことを重視し

て、草津を「気軽に・現地で・人とつながりで・知る」ためのツアーを立ち上げ、草津のために頑張る第一人者に、

草津の特徴などを語って頂く。また可能な限り現地で見て・触って・作る体験を盛り込む。

◎目標

実施回数3回、参加人数計15名（メンバー除く）、イベントノウハウの蓄積

◎趣旨

草津のことを発信するグループページはそれぞれ単体でつながりがないため、草津ファン食プロがそれらの情報を

積極的にシェアして、ここを見れば草津の情報が分かる場所を作る。またシェアだけでなく、市民活動の第一歩と

してメンバーが見聞きしたことも投稿する。また、また塾で出会った方からの情報発信やその主催イベントに参加で

きるヘルプ（お誘い）情報も発信する。

◎目標

投稿記事数40、 いいね数（累積） 2,000リーチ数 10,000
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【草津の歴史ツアー第 1弾】 クリスマスブーツを作ろう！

項目

企画理由 1クリスマスブーツは草津発祥であり、現在でも全内国ロェアが9割を超える日本屈指のクリスマスブー

（ねらい） ツの生産地である。それを一手に引受ける株式会社近商物産から発祥のきっかけや生産の裏側を

伺うとともに実際にクリスマスブーツを自分たちで製作することで、楽しく草津への理解を深める。

開催概要 1【日時） 2015年 9月 26日（土） 14:00~16:00 

【場所】講演：近商物産（草津市西大路町） →製作：草津まちづくりセンター

【参加者】 1 0名 （内グループメンバー 6名）

【参加費】 500円／人（材料費含む）

【プログラム】 、＠草津市立まちづくりセンター

チラシを20 0部作成し、まちセン他草津市の図書館等の市の施設に配置。準備内容

プログラム

内容

Facebookでイベントページを立ち上げる

講演依頼（近商物産様）、会場手配

備品手配（クリスマスブーツ組み立てキット、ブーツ内に詰め込むお菓子）

【講演内容】クリスマスブーツの由来の説明＠株式会社近商物産

創業者のアイデアからクリスマスブーツの生産・販売が始まる（海外にはこの文化はない）

以前は同業他社も居たが、現在はほとんど手掛ける会社がいなくなった

繁忙期はクリスマス前だが、需要が多いため 1年中生産している (9月も繁忙期）

生産は草津の工場だけでなく、滋賀県下の内職も重要な担い手である

クリスマスブーツはかさばるため広い空間が必要で、滋賀の広い家や内職の存在が欠かせない

顧客はお菓子の卸業者や幼稚園などの子ども向けのサービスを手掛ける団体がメイン

【体験内容】 ブーツの組立とデコレーション

同社が販売するクリスマスブーツキットの組み立て

ブーツに草津ファン＊プロが準備した装飾をつけてお菓子を入れる（プレゼントにも使える）

完成品を持って全員で記念撮影

写真記録等

↑世界初のクリスマスブーツ誕生秘話・ブーツにかける情熱を熱く語って頂いた、近商物産の野田さ

おりさんと将野志保里さん

ー
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↑クリスマスブーツの材料を購入し、事前に近商物産様より講習を受けた谷口真理子さんの指導

によるブーツ作り食 ・・・お菓子も詰めて大満足！

振り返り 【内容に関して】

総括

・ 子供向けか大人向けかが明確でなかった→前半：大人向け、後半：大人、子ども向け

． どうして草津で発祥し、現在も継続しているのか一端を知れる内容であった
【関係者の声】

・ 子供向けには年に 1回程度、組み立てワークショップの手伝いを依頼されることはあったが、

大人向けの依頼は始めて。ただ、興味深く聞いてもらえたのは良かった（近商物産様）

． クリスマスブーツの会社があることは知っていたが、社名や場所、歴史等は知らなかった（参加者）

【運営に関して】

会場決定とチラシの配布活動をもっと早くすべきであった

会場であるまちセンをもっと早く予約するには、草津市の登録団体となることが必要

→草津市民のメンバーを増やすか、協働してくれる団体が必要

イベント参加において、電話・メールでの申し込みが全くなかった→広報方法の再検討

近商物産様の「クリスマスブーツ」は歴史的にも非常に魅力がある素材だと確信できた。また、草津

ファン玄プロの実質初めての主催事業であり、課題も多かったものの一歩を踏み出し、関係者に影

響を与え、メンバー自身も楽しさを体感したことで、活動の励みとなった重要な日となった。

メンバー以外の地元の方（南部さん）にご協力頂き、その日の様子を YouTubeで発信した。

後日近商物産様専務から喜びの声を頂き、そのことを知った他の市内業者様から今後企業様と

の連携も検討出来る内容だったと評価頂いた。

多様な情報発信の仕方・外部の方の協力という今後の活動に繋がる体験だった。
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【草津歴史ツアー第2弾】 日本旅行発祥の地ツアー

項目

企画理由 I 草津は大手旅行会社である株式会社日本：：の創業地であるとともに、同社が歴史上始めて

（ねらい） 団体旅行を企画したことから団体旅行発祥の地でもある。そして草津は重要な宿場町である。

草津がこうした「旅」のまちであることを、そのゆかりのある地で関係者から直接その歴史を聞き、まち

を歩くことで楽しく草津への理解を深める。

開催概要 1 【日時】 2015年 10月24日（土） 10:30~15:00 

【場所】午前：草津まちづくりセンター、午後：草津宿本陣、夢本陣、街道交流館

【参加者】 19名 （内グループメンバー4名）

【参加費】 1,000円／人（昼食費、入館料含む）

チラシを 10 0部草津市コミュニティ事業団さんの協力で草津市の各施設に配置

講演依頼（日本旅行、草津宿本陣、夢本陣、街道交流館）

準備内容

プログラム

内容

会場確保、備品購入・製作

Facebookでイベントページを立ち上げ

【講演内容】 日本旅行と団体旅行の始まりについて＠草津市立まちづくりセンター

（日本旅行・元支店長中口様、支店長岡本様）

・創業11 0周年を迎える日本旅行の創業者草津市出身の南新助氏について

・当時の人が旅の楽しさと大変さを味わった「高野山詣でや伊勢神宮参拝」をより快適に細かな心

遣いで食事等の手配までしていた。サービス業の根本を大切にする世界初の旅行業

・当時汽車が通り、駅が来ることへの周りの反対がある中、今の草津駅の土地を提供された南家

⇒その繋がりで駅構内でのお弁当の販売が許可される（南洋軒の駅弁）

昼食(JR草津駅と関連の深い『南洋軒』の駅弁）

「街道と宿場当時の様子・宿泊者の様子について」＠草津宿本陣など

（ご当主田中文子様や学芸員の方）

「草津の魅力」＠夢本陣 （ボランティアガイド森様）

「街道交流館について」（学芸員の方）

「『記憶絵』について」＠街道交流館（市民活動として記憶絵を進めてこられた川崎様）

写真記録等

「何故草津で始まったか？」日本旅

行の発祥、及び、団体旅行の始まりに

ついて語っていただいた。 （日本旅行、

中口元支店長、岡本支店長）

ちょっと気になる、当時の旅の様子につ

いてもお聞きすることが出来た。

|
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写真記録等

講師と参加者が交流しながら、JR構内で販売された南洋軒の駅弁を食べる

振り返り

午後の参加者全員で記念撮影草津宿本陣にて（南部様提供写真）

【内容について】

• 他では企画されていないオリジナルの企画を組むことが出来た（内容は詰め込みすぎ？ ）

・ 日本旅行様からもこうした企画は始めてで貴重な歴史を伝える場と評価頂いた

【関係者の声】

（申込）電話3名、メール1名、 Facebook 6名メンバーヘの申し出 3名

（アンケート結果） 1 3件

・「また参加します」と多数回答あり。

・企画を知った媒体 Facebook 3 チラシ 2 人 9 （重複あり）

•関心があった企画日本旅行・団体旅行発祥の地のお話 8 

駅弁・南洋軒のお弁当

草津宿本陣（ご当主の講話）

街道交流館

以下感想

・「歴史を知ることは足元を照らすことで、とても良い企画だと思った」

・「時代物のドラマでみたようなのが実際に見られて感動しました」

・「記憶絵素晴らしかった」

・「南グループのお話が聴けて勉強になった」

2

5

1
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総括

・「解説が駆け足で時間の組み方を失敗している」

・「草津宿本陣当主さまのお話は面白い」

・「本陣は変わらず周囲の環境が変わり続けているということが印象に残った。ご当主の雰囲気が良

かったです。」

・「日本旅行が団体ツアーの最初であったということ。草津線が開通した経緯を初めて知って驚い

た」

・「（記I意絵を見て）草津に競馬場があったことに驚いた」

【運営について】

Facebook「草津ファン食プロ」に開示したのが奏功

草津市職員の方や一緒に市民活動をしている人（くさねっこと草津市との協働の草津パール

プロジェクト）も参加された→市民活動団体の横の連携の大切さを思うと会場であるまちセン

の登録団体となることが今後の活動の充実に繋がる。その為にも登録要件である市民比率を

高める必要がある

草津宿本陣で前もってお願いしていたご当主様がいらっしゃらないというハプニングで時間が遅

れ、その後の企画にずれ込む。遅れて来られたがアンケート結果でもご当主様のお話が良かっ

たとのお声が複数あり、予定時間を伸ばしてでもやって良かった。ツアーの難しさを実感。

（石川様提供写真）

日本旅行草津支店様に上のような表示がある。知られていない草津の魅力について日本旅

行の元支店長様のご協力を頂き語って頂いた。現草津市商工観光労政課の課長様も聴

きたいと参加された内容だ。

滋賀県内のJR乗降者数トップの草津駅の成り立ちを知ることが出来る機会となった。

今回講師の方をお願いするのに、草津商工会議所、草津市商工観光労政課、ボランティア

ガイドさん、草津街道交流館など多くの方のご協力を頂いた。

ネットワークが広がるほど太くなるほど、提供できる企画が魅力的になり、個人では聴くことの出

来ないお話が聴け、体験でき、草津の魅力として広がることになる。

当初、色々な方々と出会う旅をしていたことの価値がようやく見え始め、自信につながり、草

津ファン食プロの存在意義を感じることが出来た。
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【事業2】フェイスブックによる情報発信活動

9月、草津市に申請していた「草津市市民まちづくり提案事業」の採択通知が届き、平成28年も草津ファン食プ

口として活動することが決定！

藤田氏より「今後も活動するなら 11月はイベントじゃなく、情報発信強化月間とかにしませんか？」との卒塾後の活動

を見据えた提案により、 11月は情報発信強化月間に決定。

2回の大きなイベントにおいて、情報発信を決行。

4月に行った草津宿場まつりでの Facebook情報発信など草津ファン食プロの活動を知る草津コミュニティ事業団から

直接パワフル交流・市民の日の「草津ファン含プロ」の Facebookでの情報発信の依頼を受け、石本はパワフル交流・

市民の日実行委員として参加する

【第 1弾】「市民ふれあい秋まつりinくさつ」パワフル交流・市民の日

1 1月7日（土） 10:00~15: 00 

① 内容 ： 草津市役所で、様々な分野の市民活動やボラン

ティアをしている仲間が集い、「出会い」と「ふれあい」を楽しむイ

ベントにおいて、 1階に活動紹介のパネルを用意。草津ファン食

プロとして、イベントブース出展デビューの日であった ！

② 参加人数 ： 4名 （内グループメンバー 3名）

石本はパワフル交流・市民の日の実行委員と

して司会を兼ねる

③ 活動の総括 ： ・事前にフェイスブックでイベントページを立ち上げ。

リーチ数は15 5 4あった。

・メンバー以外で、情報発信をしてくれる協力者 (1名）が出来た。

・イベントの情報発信は出来たが、ブースでメンバーが常駐出来なかっ

たため、草津ファン食プロを知ってもらう活動が不十分だった。

§i7か70

も •”’，．フ〇と99’
．． 

と償
市

集

発
市

募

g
m
報

の

一

広
度
る
年

タ

よ
来

-
fば

ポ

認
~
ァ
択

レ

ポ
ン

民

邸
フ
採

市

芦

i

竺

g
g

6

ン
る

3

ア
ょ
づ

1
フ
に
ち

〇

津

流
ま

2
草
交
民f
 

賽年6•8月頃市足レポータ—聾虜●慶鵬鯛予定 来年度の活勘に胃疇のおありの方は．ゼひお間い
（写真は日本lllli覺樗の地ツアーでの講慶●量） 合1tを 1 9曇cebo991 9,9フ9ン＊プロのベージ＂

（写真はクリスマスブーツを作ろう企國記念）

67 



【第 2弾】第 5回みなくさまつり

1 1月22日（土） 10:00~16: 00 

① 内容 ： JR南草津駅前で開催「えんでつなぐみなみくさつ」がテーマ。昨年の「みなくさまつり」を見に行っ

た時が、この活動のスタートだったので、外すことの出来ない大事なイベントであった。当日は、情報発信と草

津ファン食プロを知ってもらうことを目的として参加。今年を締めくくる最後の活動ともなった。

② 参加人数 ： 3名 （内グループメンバー 2名）

③ 活動の総括 ： ・事前にフェイスブックでイベントページを立ち上げ。

リーチ数は 16 2 8あった。

・メンバー以外で、情報発信をしてくれる協力者 (1名）が出来た。

その協力者の活動エリア（国際交流）の知人をご紹介頂いた

・草津ファン＊プロの案内チラシを作成。当日、草津で活動している

7団体へ配布、来年も活動すると告知出来た。

協力頂いた中西さんと留学生ご夫婦⇒

【前弾・参考】第47回草津宿場まつり

4月26日（日） 10:00~16: 00 

①内容 ： JR草津駅前（立木神社～光明寺）で開催される春のビッグイベント。今回は47回を迎え

「新たなる時の出会い」がテーマ。石本は昨年に続き実行委員（広報部会）として参加。

会場での様子をメンバーが個々に Facebookに写真付きで発信し、それを草津宿場祭りのペー

ジにシェア頂くことで、遠方の方にも興味を持って頂き、参加されている方にも参考にして頂く

大学生藤田さんから Facebookにつき指導頂き世代間交流（知恵の交流）を実体験。

② 参加人数 ： グループ6名全員（草津宿場まつりに初参加5名）

③ 活動の総括 ： Facebookで発信するということを宿場まつりとして初めて行う

草津宿場祭りページにシェア頂いた記事数は40

うち 2600以上のリーチ（記事をみた件数）があり、実行委員会に喜んで頂いた。

総・いいね数は 1000近くリーチ数は16 2 8あった。

イベントに主体的に参加することで、課題が見えることに気づく
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7．（参考）活動記録

日 付 2014/11/16 

場 所 C&Sわくわく、みなくさまつり（南草津駅前） 、滋鶏野

内 容等 草津のイベント体験 (C&Sわくわくメンバー （石本）の活動拠点を訪問、みなくさまつり視察）

日 付 2014/12/13 

場 所 草津まちづくりセンター、ホテルボストンプラザ・レストランリバティー

内 容等 草津の人々との出会い（草津市円卓会議、懇親会に参加）

日 付 2014/12/14 

場 所 ピアザ淡海

内容等
おうみ未来塾本講座 （グループ結成会議）

・活動の始まり（石本、宇那木、谷口ひ、谷口ま） ＊このあと福永、藤田、吉田が加入

日 付 2014/12/25 

場 所 草津エイスクエア内サイゼリア

内容等 第 1回会合 （活動の方向性を確認）

日 付 2015/1/4 

場 所 C&Sわくわく

内容等 第2回会合 （活動の方向性を確認、実際に活動で何をしていきたいかを検討）

日 付 2015/1/11 

場 所 滋賀県立大学サテライトアルプラサ彦根駅前店6階、エクスプラチナム・南草津

おうみ未来塾本講座 （グループ活動を行い地域について学ぶ）

内容 等
・郷土史、草津市総合計画などをもとに草津市の特徴を知る

草津の人々との出会い（草津市円卓会議の賀詞交歓会に参加）

・草津ファン食プロの準備委員会名刺＆活動内容を説明するリーフレットを作成し配布

日 付 2015/1/12 

場 所 C&Sわくわく

内容等 第3回会合 （卒塾生である、小野氏・山本氏・石川氏にヒアリング）

日 付 2015/1/17 

場 所 コーヒーハウスケント、草津まちづくりセンター

内容等
第4回会合 （活動内容について検討）

草津の人々との出会い（草津市円卓会議に参加）

日 付 2015/1/24 

場 所 草津市水生植物園

内 容等 草津の人々との出会い（くさねっこカレッジに参加） ＊2/8、3/1、21、4/19、5/10、29も活動参加
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日 付 2015/1/31 

場 所 立命館大学

内容等 草津市内フィールドワーク（立命館大学びわこ草津キャンパス訪問）

日 付 2015/2/8、11

場 所 C&Sわくわく、淡海ネットワークセンター

内容等 第5~6回会合 （活動内容、対象者について絞り込み）

日 付 2015/2/12 

場 所 niwa+ 

内容 等 草津の人々との出会い（草津市企画調整課大塚参事ヒアリング）

日 付 2015/2/15 

場 所 淡海ネットワークセンター

内 容 等 第7回会合（おうみ未来塾目標発表会に向けて資料作成）

日 付 2015/2/22 

場 所 コーヒーハウスケント、草津まちづくりセンター

内 容 等
第8回会合（活動内容について検討）

草津の人々との出会い（草津市コミュニティ事業団相井課長にヒアリング）

日 付 2015/2/28 

場 所 ピアザ淡海

内 容等 おうみ未来塾 グループ活動目標発表会

日 付 2015/3/15 

場 所 草津まちづくりセンター、 小笹農園

内 容等
第9回会合

草津の人々との出会い（草津メロンをつくる小笹農園へ、メロンを栽培するハウスの視察）

日 付 2015/3/21 

場 所 イオンモール草津

内 容 等 草津の人々との出会い（「草津野菜マルシェ」を体験（市制60周年イベント））

日 付 2015/4/9 

場 所 草津市役所

内容 等 草津の人々との出会い（草津宿場祭り実行委員会に参加）

日 付 2015/4/12 

場 所 カフェ・アレグレ

内 容 等 Facebook講習会 （メンバー内の自主勉強会）

日 付 2015/4/19 

場 所 草津市役所、草津駅前商店街界隈

内 容 等 草津の人々との出会い（草津宿場祭りの時代行列予定地の視察）



日 付 2015/4/26 

場 所 草津市役所、草津駅前商店街界隈

内容等
草津の人々との出会い（草津宿場祭りボランティアとして参加 (Facebookによる情報発信））

・草津ファン＊プロ市民活動デビュー

日 付 2015/5/24、7/26

場 所 C&Sわくわく、チョチョカフェ

内容等 第 10~1 1回会合 （イベントの詳細について）

日 付 2015/6/28 

場 所 ピアザ淡海

内容等 中間報告会

日 付 2015/7/5 

場 所 木瓜原遺跡～小野山遺跡

内容等 草津市内フィールドワーク （草津の歴史探訪）

日 付 2015/8/22、9/2、16

場 所 南草津駅周辺喫茶店、 山科駅周辺居酒屋など

内容等 第 12~1 4回会合 （イベントの詳細について）

日 付 2015/9/23 

場 所 近商物産

内容等 イベント「クリスマスブーツを作ろう！ 」に向け、 事前に先方と打ち合わせ

日 付 2015/9/26 

場 所 草津まちづくりセンター、近商物産

内容等 イベント「クリスマスブーツを作ろう ！」

日 付 2015/10/24 

場 所 草津まちづくりセンター、草津宿本陣、夢本陣、草津宿街道交流館

内容等 イベント「日本旅行発祥の地ツアー」

日 付 2015/11/7 

場 所 草津市役所

内容等
情報発信（「市民ふれあい秋まつり inくさつ」パワフル交流・市民の日に参加）

・Facebookによる情報発信と草津ファン合プロとしてイベントブース出展デビュー ！

日 付 2015/11/22 

場 所 南草津駅前

内容等 みなくさまつり参加 ⇒ Facebookによる情報発信と草津ファン玄プロを知ってもらう
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（参考 ：イベントチラシと草津ファン食プロフェイスブックページ）

クリスマスフーツを作ろう
子どもから大人まで、お菓子と夢を誼めるクリスマスブーツ。サン

タクロースやツリーと違って日本で覺祥し桧自の覺農を遂げたもので

す．そして滋賃県皐津市はク リスマスブーツ覺祥の地であるのはご存

知ですか？また全国で販売されるクリスマスブーツの半蝕以上を草津

で生置しています．

軍津市でクリスマスブーツを製造 ・販売している（株）近闊物度さん

でクリスマスブーツの歴史を1111いて、その横それぞれ筐さんだけのオ

リジナル ・ク リスマスブーツ作ります．今年はあなた自身が作ったク

リスマスブーツをお干さんやおlllさんに鵬りませんか！ ？ 

9/26（土）は
草津まちセンに集合！

10月24日 （土） 団体`'Ir一磁元祖を訪ねる I
（申込が1l10月ZJBI B本旅行発祥の地｀'Irー I●●NI

A＊の団体ツアーは大手籟行令9ld)8＊怜行さんのnえ発・伊勢名1'が兒袢とされています
また五津と言えば寛燭,1と中山遍の分岐てしある石場町とし(19名です 今回は．AA-樟行さんのfniり旅
行兒iれのさっか,,についてお1iを間い、五念布の旺史まら歩さを行います 日本の腔はここにあり＇
ぜU-MIこ吟it簾行を彙しんでみませんか，，

、.----------------------―̀I【フログラム］集合10:30（受I，110:00~)A；皐まちづくリセンター3F3081}空
I 
I 10:40 「n本旅行発祥のまち互淳J～団体旅行が生まれ広がったわけ
i !l演：日本旅行応茸支店岡本支店長、巾口 元支店艮

ヽ
I 
l 
l 
l 
I 

13:00 れ澪宿本陣＆荘津宿街旧交流館案内ツアー 1 

案内 ・互津宿本陣当主田中文子さん＇ 案内 ：互津宿ili逍交流館闘Rさん 1 
I I 

¥. 15:00 現地解散 （駅よでの案内が必隻な場合はn行いたします） 、
ヽ -----，， 

11:40 南洋軒のお弁当を食べながら参加者間交流＆散策 （会場移動）

| 【お申込みl| 1定1120名1参加賣：1.000円（昼貪代施設見学料含む）
台加者の氏名．年齢（ウ年）．霞訪捐号．メールアドレスを記入して．下記までご連絡ください

滋渇ネットワークセンター布う計未来塾13期生草津71'ン＊7ロ
k932f-p@outlook.com 電臣醤号 ： 090·8191•4178 （代表 ：石本）

lifl貪貪りポイントI

（！）青f!lll11tないここだけの阜溝の1;話が間Itよす

？ 昼食も含めて草溝づくしの1日が過ごせよ1

(3)少人数でゆっくりお括を間くことが出来よてJ

計なさんはじの警して 1～主●≪からご緯樗～

みなさんはじめすして ！ll，たらは、おうみテ＝
塾13:茫Eから王,i-nた鍼二の也刀をtll!Jする
ffi良舌曼｝グループぽロファ` ノ・ープロ」です ！
蛉稟のことを加たい・話りたい万に． 1人でIJ
只闇さでさな，＼に駁イペントを2国する,-I::.で
より多くの人IC-碩澪の也刀をiii!していさよす．

ロm ファ，グロ
0. -

F,1cebo9卜．`ニシノ ＇ ピー ？ー；：つて 1一＇サ 1.9• 9：頃）ール

摯渾事らづくリセンター JR車渾駅西口1l95分

辺Z≫
JA●ぷヽ nn"うUM汎慶ゞ ●● V』XOn
●●n9 U関●●り,,."しかり●＂し、 [9『,

' "·. 9 ●●●●9 で●●r999:•l頌●、置だ
99e....、｛イク ●●で，．しく9こeぃ．

タイムライン コすテータ 写真 もエこ円己 「ヽいいね 1」しています・ • メッセーン …l 
9; lオ＇千 ・ニ 口ステータスし」写貝 uillC】クーポ‘,.｛へ パ`なと

t;ぅ；：み＇9ーチ 1』9人

ベー ・9・フ／一t迂烹デ

g9渾ファンフロ

=』:「'’た ：ご9ウエー、

憤りl

〇▼

日2ファンーミプロのこれまての企匡て出全3て団伍9人の●● ・やイヘン

ト';9を：ノエアさせて頂きます．
＞ 蛹坦沖 キ1造ビ：；ナー 「琵琶胡と渭9昌たけしゃなし 1 9・んなて＇か、う
ぅ l!!,:の文‘じ」
l 2臣3日lT-l1815-20 15 会9目JR芍三Z炉亨ロフェリエSF市民：：：そ
プラサ
htlp ぶゞぶ‘.Ct:,kし;a'.susn，叩i kuS謁血ir31 51 1 U」伍I

来しくみんなて1§る会てす

Facebookで「草津ファンプロ」と検索してね！
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base Otsu cross 
（ベース・オオツ・クロス 通称：ボックス）

bo翼XX
base Otsu_cross 

大津を拠点に、

んなをクロス！

代表 山菩智也

会計西山彰子

＇ i 
庶務前川仁美l 

： 
；； 

i ， 
編集川崎慶介＇ i ， 

＇ ． 
I 
I 

i 
I 
，ヽ 
； 
I 
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7 ヽ

1. 活動の目的

・『大津ナカマチ商店街に賑わいを創り出す。』

・大津 (0t s u) を拠点（ ba s e) に、「人と人」「活動と活動」

をクロス (cross) し、『大津を盛り上げる。』

ヽ
‘
 

7 ヽ
2 活動の背景

・大津ナカマチ商店街が、人通りの少ない商店街になっている。

・JR大津駅と京阪浜大津駅の間の中心市街地活性化が、長年の

課題となっている。

・大津ナカマチ商店街に賑わいを取り戻すために、街おこし会社

「百町物語」が、平成27年 1月に設立し 4月より始動した。

ヽ ヽ

ヽ

3. 活動の方法

・大津ナカマチ商店街に関わる 50人の方に会い、お話を聞く。

・大津の伝統文化である 「大津絵」を使ったイベントを、開催する。

・商店街や商店街周辺を盛り上げる各種イベントに、参画する。

・大津ナカマチ商店街にある「大津百町館」を、活動時の拠点として

お借りする。

・商店街へのニーズを探るため、商店街アンケートを実施する。

・大津（otsu) を拠点 (base)に、みんなでクロス (cross) ! 

ー
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4. 活動の場所

【大津ナカマチ商店街 周辺図】

I - ”、 心).‘-_ __ _ 

三 ：：：下

ロー：：津暑lo:人ヽ

【大津ナカマチ商店街】

ー



5 活動の経過

商店街を盛り上げる！

ダンボールアートフェスで、
「ミニトランポリンイベント」

商店街のニーズを探る！

100円商店街で、
「商店街アンケート」

商店街を案内する！

「外国人旅行者に商店街

（大津）を案内する」

商店街を盛り上げる！
ビアストリートで、

「おつまみ販売」

大津絵を

ツールに
イベントを

構想 ＿

商店街に

関わる
50人の方

に会う
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(1)商店街に関わる 50人の方に会う

『20 1 5年2月～ 20 1 5年8月』

まずは、大津ナカマチ商店街のことを知るために、 「商店街に関わる方50人に会う」と

いう目標を立てました。グループ活動を 「商店街に賑わいを創り出す」に決めた平成27

年2月頃から可能な限 り多くの方にお会いしお話を聞くということを重ね、半年後には

目標は達成でき、この多くの方からお話を聞いたことが、商店街での活動の礎 （いしずえ）

になりました。

多くの方から、商店街に対する思い・ 悩み・望みなどを聞かせていただいた中から、

6名の方の 「商店街に賑わいを創 り出す」に関するお話を、次に紹介させていただきます。

ー

・「商店街周辺で生まれ育った。商店街が賑やかだった頃を知っている者として、今の

状態はとても寂しい。」 「賑やかだった頃のように、たくさんの人が集まる商店街に

したい。」「イベントの時だけではなく、いつでも賑やかな商店街にしたい。そのため

に自分にできることをしていきたい。」

・「自分の子どもは東京に住んでいるが、大津 10 0円商店街 （年3回定期的に開催され

ているイベント）の時には大津に帰ってきて、大津百町館でのイベントを継続して

開催してくれている。」 「イベントを継続することは大変ですが、自分の子どもがそれ

を継続してくれているのが嬉しい。」

・「地域活性化のために動いている人のなかには、何も意見を言わずに動いてくれている

人がいる。意見を言う人も必要だが、実際に動いてくれる人が本当に必要。」

「自分に何ができるか、を常に問いながら行動している。」

・「自分達は、この街を次の世代によ り良い形で引き継ぐために頑張って動いている。」

「イベントを継続して行っていくことで、イベントは成功する、イベントが成功すれ

ば日常の商売につながっていく、というイメージを商店主の人達に理解してもらい

たい。」「このままではジリ貧になる、何かをしなければいけない、イベントを仕掛け

て、まずは商店街に足を運んでいただき、そして商店街のことを知っていただく。」

「そのために月 1回程度のイベントを仕掛けていく。 7月下旬：第 1回ビアストリー

ト、 8月下旬：第 2回ビアストリート、 10月初旬：大津祭宵宮でのイベント、 11 

月中旬：ダンボールアートフェスを開催してきた、 12月にもイベントを開催したい。」

「すべての商店主がイベントに協力的というわけではない、商店街で商売をせずに暮ら

している方もたくさんおられる、そのような方たちにイベント開催の意義を理解して

いただくのは難しい。」
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・「大津中心市街地活性化に関するイベントを、いろいろと企画してきました。」「自分の

していることを引き継いでくれる後継者を探しています。活動の世代交代が難しい。」

・「自分達の育った街（大津）が、 『素晴らしい街で育ったんだ、うらやましい』と言っ

てもらえるようになれば本望。将来的には、自分達のセンスを百町物語の動きの中に

盛り込んでいきたい。そのために、今は先輩方のもとで勉強している。」

ー
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(2)大津絵をツールにイベントを構想

『20 1 5年4月～ 20 1 5年6月6日』

商店街での活動を始める前に、大津の歴史、大津中心市街地周辺の地理について学びま

したが、その学びの中で、 「大津絵」の存在を知り ました。グループメンバーのほとんどが

「大津絵」というものの存在すら知 りませんでしたが、次のことを知 り、この 「大津絵」

という 『地域資源』を使って商店街の活性化につながるイベントが開催できないか、と

考えました。

•鉄道も自動車もない江戸時代においては船が重要な交通手段であり、京都に近い大津

は交通の要衝として賑わってお り、地元の人だけでなく旅人のお土産として「大津絵」

はとても人気があった。

•江戸時代には、 「東の浮世絵、西の大津絵」 と言われ、浮世絵と並ぶ人気があった。

・商店街の昔からあるお店には、店内に様々な「大津絵」が飾られている。

・商店街周辺に、 「大津絵専門工房」「大津絵専門ギャラリー」などがあり、江若鉄道の

線路跡地には 「大津絵の道」と呼ばれる通りもある。

・現在でも、大津のお土産として、 「大津絵」を使った品物がたくさん存在している。

イベント開催に向けて、大津絵ギャラリーとお土産屋さんに行き、大津絵を使った品物

を見学しました。次にグループメンバーで商店街の 「まちなか交流館 ゆうゆうかん」に

集まり、大津絵を使ったもの （ぬり絵・粘土細エ・うちわ）を実際に作ってみましたが、

どのようにイベントに結びつけるかというところで行き詰まり、今の自分達の大津絵に対

するレベルではイベントの開催は不可能との結論に至りました。

結局、イベント開催には至 りませんでしたが、 『地域資源』である 「大津絵」の発見を

通じて、商店街周辺の歴史や地理を学ぶことができました。

ー
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(3)商店街を盛り上げる！ ビアストリートで「おつまみ販売」

『20 1 5年 6月～ 20 1 5年 7月25日』

大津ナカマチ商店街での活動を始め、商店街にある「大津百町館（江戸時代からある町

家を見学できるようにした施設）」の方と知り合い、その方の紹介で 『百町物語（平成27

年 4月に発足した、まちづくり会社）さん』の企画会議に参加させていただくようになり

ました。

『百町物語さん』が主催される商店街イベント「商店街ビアストリー ト」の企画会議等

に7月～ 8月は毎週のように出席させていただいたことにより、様々な立場・経験・思い

を持った商店街の活性化に関わる方々が、どのように合意形成をしながら「商店街ビアス

トリート」の準備を進めていくかの過程を、経験させていただきました。

その中で自分達のグループも、企画会議において積極的に意見交換をさせていただき、

当日は自分達で準備した「ビールのおつまみ（枝豆・冷奴・キムチ）」の販売を「大津百町

館」前でさせていただき、約220食という予想以上の売り上げがありました。

「第 1回商店街ビアストリ ート」を通じて、毎週の企画会議への出席、イベント当日の

準備・運営・後片付けを行うことにより、商店街に関わる方々と知り合うことができ、

また、反省会（懇親会）では、商店街に関わる方々から、思い・悩み・望みなどのお話を

じっくりと聞かせていただきました。

ー
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(4)商店街を案内する！ 「外国人旅行者に商店街 （大津）を案内する」

『20 1 5年7月 ～ 20 1 5年8月29日』

グループメンバーの中に英会話のできる者が2名 （事務局にさらに 2名）おり、

・全国的に外国人観光客が増加し、大津市においても外国人観光客が増加している。

・街の活性化として、観光は、初期費用をかけずに経済効果が期待できる。

・外国人観光客がSNSに投稿した 1枚の写真が、多くの方の関心を呼び、観光客

が増加した事例もある。

・地域資源を使った観光によ り、商店街を含む街の賑わいを創 り出すことに成功して

いる地域がある。 （長浜市等が成功事例）

・大津市は平成27年を、インバウンド （外国人旅行者を受け入れる）元年、と位置

付けている。

などの情報を受けて、商店街の活性化のために、外国人観光客の方に商店街に来ていただ

き、 「第2回商店街ビアストリー ト」を案内するイベントを考えました。

英語のチラシを作成し、京都で外国人観光客が多く宿泊するゲストハウス数か所をまわ

りチラシを置かせていただき、外国人が多く集まる京都の飲食店で英会話に慣れ、当日は

京都駅でイベントの案内を行いましたが、結果としてイベントヘの外国人参加者は0人で

した。外国人参加者は0人でしたが、英語でのチラシ作成方法や、外国人観光客が多く

宿泊するゲストハウスの存在など、今後につながる手法や情報を得ることができました。

また、おうみ未来塾第 10期生グループ 「大津まちなかもりあげ隊」として、現在も

商店街で活動されている卒塾生の参加を得て、大いに交流を図ることができました。
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(5)商店街のニーズを探る！ 1 0 0円商店街で「商店街アンケート」

『20 1 5年8月～ 20 1 5年9月5日』

商店街を盛り上げるために、何が必要か、何があればまた足を運んでいただけるのか、

を調査するために、年 3回定期的に開催されている「大津 10 0円商店街」において、

アンケートを実施しました。

「大津 10 0円商店街」の主催者の方に、事前にアンケートを行う趣旨と目的を説明し、

アンケートを実施する際の場所や留意点（お店の迷惑になるようなことはしない等）を

お聞きしてから実施しました。

当日は、会話をさせていただきながら約70名の方から、丁寧な回答をいただくことが

できました。

・アンケートを実施した当日、たまたま商店街の視察に来られていた、京都府下のある

商店街の方々からは、「アンケート実施というのはとても参考になります、私達の商店

街においても実施したいと思います、アンケート用紙を持って帰らせていただけない

でしょうか」とのお言葉をいただきました。

・アンケート結果を集約しグラフ化したものを、「大津 10 0円商店街」の主催者の方々

に手渡したところ、「今まで商店街でアンケートというものを実施したことがなく、

このようなアンケート集計結果を見たことがなかった、じっくりと目を通させていた

だきます。」「このように、商店街に来ていただいた方の声を拾ってもらえたのは、

ありがたいです。」とのお言葉をいただきました。

・アンケート実施の様子を当日たまたま見ておられた地元滋賀のラジオ局「ええラジオ

A-Radio. jp」の方から後日、「商店街の紹介を行うラジオ番組の企画がある

ので、そのインターネットラジオ番組に出演していただけませんか」とのお話があり、

1 1月24日に出演し動画がYouTubeにアップされました。

・大学で地域活動を教えておられる講師の方から、学生から次のような発言があったと

いう報告をいただきました。「私は、フィールドワーク先の場所として丸屋町商店街を

考えています。それは、淡海ネットワークセンターのホームページで、おうみ未来塾

のメンバーが丸屋町商店街でアンケート調査などをして、商店街の活性化につなげた

いと活動しておられるのを知ったからです。」「私の故郷の商店街は人通りが少なく寂

しくなっています、私は故郷の商店街に人が集まり賑やかにしたいので、丸屋町商店

街をフィールドワーク先にして、商店街の活性化について学びたいと思います。」
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アンケート調査ご協力のお願い
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そn以外の目的には使用しません．アンケートヘのこ1!1力を、よろしくお願いいたします．
おうみ未来塾13闊生ほ沃〇ほ人COS（ベースオオッ・クロス）

------------•-t', -1)あなたの性について、 111えてください． 舅 女

2)あなたの年齢について、 Illえてください．

10鴫未遍 10代 20代 30代 40代 50代

60代 70代 80庫以上
3)あなたの●●について、霰えてくださし1.

JI店衝闊偶者 学生 主蝸 会n員 アーティスト

アルパイト フリーター その他（

4)あなたのお住蒙いの寧員について、霰えてください．

大市 麟濤市 守山市 暴賽市 ”洲市 ●農市 その他（

5)•i'!lliまでの交轟手霞について｀敷えてください． 厄面元両

徒 自転● ● 京翫•• JR バス その他（

6) •8薗に棗ら＂垣紺こついて｀敦えてください． 巨亘匡団
100円直8面 •恵（慧絹大会） •I)いを求めて お気に入りの11所があるから

知っている人がいるから その他（

7)ナカマチ疇巳員のこ利用舅虞について、 111えてください．

笛8 週に11:!l 月に2• 31!1 年に鮫図 その池（

8) イベント「 100円•SIii」のL.....IIは、帽Ill目ですか．

蜘て 21!1目 31!1目 3目目以上

9) とのような方滋で、今0のイベント「100円•i'!lli」のことをお知りになり蒙したか．

反人に11!nnて 知人からのロコミ f飢“,ook インターネット

チラシ ポスター その飽（
10) •S衛で｀ 7月• 8月にイベント「ピアストリート」 0瀑暉があったことをご曹知ですか．
知っている 知らなかっだ 行っだ 知っているけnと行かなかった

11)今8はとなたかとこー●ですか．

一人 反人と 軍饒と その他（ ） 

12)•碩に、とのようなイベントmnttl11日い （●切はう） cllt.)れ表すか．届蚕国
スタンブラリ一 生肛市11 ●8 割塵農 手作りマルソェ

子とも肉けのイベント 体麒製イペント 子iinママ対象のイベント
その他（

1 3) •B衛に同があったら、言た東よう（棗たい）と慧ゎn蒙すか．

［ アンケートにこ謳力いだだき、ありがとうこさいましだ．．］

アンケ・ト貫縄B雫濃2nE91lS口 10,30~13:30 い500旦 cm39
賓縄]j汰 ナカマィ闇店釦 r,Pl市にて闇さ町り 勾膏 ←69 
員董員 塾生．飢Ill.!ll●石暴
協力店 攣嘉「素J勾二l;t.J.,ギャラリー加●さん・

01性M 9笠 女性 19 印

”“̀ )2.ヽ 6ヽ 100.00'<

哀亀

92 

tt別
舅怜

"-"'ヽ

• 男~. 宣II

02隼代
10繊傘漏 10代 20代 田代 “代 ”tt “ポ． 10代 90●以上

2 I 3 23 11 9 8 12 2 
2貨R 1.45ヽ 4.35ヽ3.1．心 15坪 13“‘&l()', 19.3" 2.≪ 

年代

・
タ
d
 

ー

ぶ＇
討

ふ

＂
＂
＂
た1
r
 
f
 

_

t

 

ん
＇

・

で一
忍

．

♦
 

゜

．
 

嶋
＇

0

,

。

、

ー

03●● 
賣
傷店冑1衡.!9¥闊4 零生 主嶋 ＊9L員 アルバイト

1.894 ヽ 印．00'128 32  17 1.92ヽ1 100.“5ス2 

職婁

X》 I 93 

＇ • • 
・` 胃綸“書 零會

,. • n. .,¢バ介

“肩住均撼 大澪市 鸞賣 99州
“' 1 “ 
98訊 1.5い 1．紐 900”

•石山． ー電山．量口 、鷺田 、 ●干山．二弁9 、 中央 ． 石本
その惚（繭青市．．．市．買亨皇鱒り．濱内景軒ll!)

05東訪干段 髪9 8転● 竃 東に電皐JR パス パイク
【績戴鵡答iiJ】 2◄ 5 18 1鳴 1 8 1 15 

32.aX 6.61ヽ 2t.OO¥ 18ヽn aねヽ 8.00¥ 1.ll¥ 100.00'l 

来肪手段

: I I 11 I 
●多 員馳● ● 言••• ... 

“東肋II的

Ol泉馴艤霞

、s'に入知9てい
100円膚曝わい€リの嶋所る人が出
店厨 東めて があるか1/1してる

ら から
い 2 3 1 69 
91訊2.か、．諏 1．儀 IOO峨

•e 週1 /12. 3阿軍に蝕回その憶
a"l'o 13.iM¥ 11.59'< いぷ 2a1... IOO.00 
6 9 0 X I6 四

来訪頻度

ー 月23鳳
91 9へ

..8 、●9 •員23日 ・し●虞 • その蠍

-
g
 

＇

心

その惚 1 8名（切ぷ． 面市(J)99 ぐ邑3.“' • 30年鑽り

09鑢体 tt尼＂四 foo,bool< i召― り紅ラポスクー もの愴

I 5 1 2 3Q 9 ,、 69
1 1.~ヽ 1.25ヽ ， ．ヽ5、2.m a“` 13.04¥ 2mmi 100.“ 

Oto 

その恰
011糟とJlたか 一人 賞人と 竃鰤と （損冑． 9i

●さんと）
10 1? 39 
rms、276ヽ 59．磁

012扇愕

スクンブラリー

知ってる

る迅ヽ梵t 行った ばt閃•四
た

10 3ヽ 5 5 5 &a ,u,ヽ 612‘‘?.35l1 13  1.̀、,00.00ヽ

生鱒市嶋●B

29 20 

裏員 it：マ！岱？守“ばむ
ント •（ベント

1ヽ 9 96 16 5 11、
期得するイペント

“ 100.00¥ 

卜•
ノべと

¢
。•
5
叩

ゞ

体OIi

VI

‘

ぶ

供

貫

f

＊

干
｀

ぶ

・

綱

ー
・
・

ゞ

nBit

ト

大
．
o

1
 

•3 

＂ 

I
*'
ふ
＞

リ

11

d

.もぺ
翌

4

、

'

n．
｀
＊

な
i

會

疇

馴

ゲ
定

・
◇
・

茫

_

.

5

&

 

が

1
H体

析

亀

I

I

/

、
品
＂

か
・

t

t

l

みな

a
R
n
g
2
1
0
,
 .

.
 o．
の

輸

々

ぅ

そ
貪
嘩

85 



(6)商店街を盛り上げる！ダン点ールアートフェスで「ミ ニトランポリンイベント」

『20 1 5年9月～ 20 1 5年 11月14日』

「百町物語さん」が主催される、「商店街ビアストリート」に次ぐイベント、「商店街ダン

ボールアートフェス」に参画しました。「商店街ビアストリート」は夕方から夜に開催され

た大人向けのイベントでしたが、「商店街ダンボールアートフェス」は昼間に開催される子

ども向けのイベントであり、メンバーが行っている「ミニトランポリン教室」が、「親子で

商店街に来ていただき、楽しんでいただく」というイベント開催の趣旨・目的に合致して

いたため、「大津百町館」で開催しました。

「ミニトランポリンイベント」は、参加者が途切れることなく約40名の方に楽しんで

いただき盛況でした。参加してくれた子ども達は、おもいっきり身体を動かし楽しそうな

表情を見せてくれました。また、親子でミニトランポリンをしながらボール投げをして楽

しむ姿を見ることもでき、ミニトランポリン体験後の満足そうな参加者の表情が印象的で

した。親子で商店街に来ていただき、楽しい印象を残していただく、という目的を果たす

ことができたと思います。
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6. グループ活動を終えて

「自分達で商店街のシャッターをこじ開ける」という勢いで挑んだ活動でし

たが、実際にはメンバーの日程調整もなかなか難しい状況で、十分な活動が

できたか、商店街に関わる方々にほんの少しでも貢献できたか、グループ

活動の成果は何か、という問いかけには返事に窮する状況かもしれません。

しかしながら、この 1年程の活動により、多くの経験をさせていただき、

たくさんの学びと気づきがありました。

一番感じたことは、地域活動は、 「人の思い」から始まり 、そして一人一人

の思いがつながり、「人と人とのふれあい」「人と人とのつながり」ができ、

活動の輪が広まっていくということです。

グループ活動を通じて、商店街に関わる方々と知り合えたこと、そして

これからも商店街の活動に関わりたいと思えたことが、＿番の成果です。

商店街に関わるすべての皆様に感謝いたします、ありがとうございました。

7. 今後の活動について

ヽ

大津ナカマチ商店街では、この 1年間でも新店舗が数店オープンし、さらに

数店のオープンが決まっています。また、 2年後には、閉店したスーパーマー

ケットの跡地に、新しいスーパーマーケットの出店が決まっています。

今後も、さらに多くの方々の笑顔が溢れる商店街をイメージし、グループ名

のとおり「大津 (0t S U) の商店街 (ba s e、拠点）で、人々が行き交い

(cross)、賑わいを創り出す」ための活動を続けていきたいと思います。

ノ
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8. 活動の記録

日 付 2 0 1 4年 12月14日（日）

場 所 ピアザ淡海 会議室

事 業 等 おうみ未来塾 本講座（グループ作 り）

※5人のメンバーが集まった。

・山寺智也（生協のお兄さん・積極的かつ柔軟なコミュニケーションカ）

•西山彰子（ファイナンシャルプランナー・女性の起業を応援する会会長）

内 容 等
•前川仁美（ミニトランポリンの先生・ソロバンの先生）

・川崎慶介（行政マン・防犯活動NPO法人の理事）

・小川健介（公認会計士・長浜JC) 【都合によ り活動途中で退塾】

※活動場所は、大津の中心市街地・長等学区周辺とすることを決めた。

※テーマは、「空き店舗」「空き家」とすることを決めた。

日 付 2 0 1 4年 12月27日（土）

場 所 淡海ネットワークセンター ふらっとルーム

事 業 等 第 1回グループミーティング

内 容 等
・活動目的について、活動方法について、グループ名について

•第 1 0期生「大津まちなかも りあげ隊」の成果報告書の内容について

日 付 2 0 1 5年 1月6日（火）

場 所 淡海ネットワークセンター ふらっとルーム

事 業 等 第 2回グループミーティング

内 容 等 ・活動目的について、活動方法について、グループ名について

日 付 2 0 1 5年 1月11日（日）

場 所 滋賀県立大学サテライト アルプラザ6階

事 業 等 おうみ未来塾 本講座（グループ活動地域について学ぶ）

・郷土史、総合計画、都市計画マスタープランをもとに大津市の特徴を調査。

内 容 等 ・大津の中心市街地・長等学区周辺について調べ、三井寺を中心にお寺が多く

あり、商店街があることを知った。

日 付 2 0 1 5年 1月18日（日）

場 所 大津市市民活動センター

事 業 等 第 3回グループミーティング

・活動目的について、活動拠点について

・「大津百町館」の方への挨拶と説明。

内 容 等
• 1月16日の 「ナカマチ商店街に、株式会社百町物語が設立され、商店街に

活気を取 り戻す事業を展開する。」という新聞報道についで情報を共有した。

•今後、百町物語の活動内容について着目し、活動に参画させていただく方法

について協議した。
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日 付 2 0 1 5年 1月31日（土）

場 所 淡海ネットワークセンター ふらっとルーム

事 業 等 第 4回グループミーティング

内 容 等
・活動目的について、活動拠点について、活動方法について

・グループ名を決定した

日 付 2 0 1 5年2月3日（火）

場 所 大津市市民活動センター

事 業 等 「大津まちなかも りあげ隊」との合同ミーティング

内 容 等
・「大津まちなかも りあげ隊」の活動内容等について

・3月14日 「びわ湖開き」の「大津まちなかウオーキング」について

日 付 2 0 1 5年2月7日（土）

場 所 長等学区自治連合会 会長宅

事 業 等 長等学区自治連合会の会長に挨拶

内 容 等 ・メンバー 1名が、活動目的・活動方法等について概要説明を行った。

日 付 2 0 1 5年2月7日（土）

場 所 淡海ネットワークセンター ふらっとルーム

事 業 等 おうみ未来塾 代表者会議

内 容 等 ・メンバー 1名が出席、目標発表会について協議

日 付 2 0 1 5年2月15日（日）

場 所 大津市市民活動センター

事 業 等 第 5回グループミーティング

．塾長よ り事務局を通じて、 「活動計画書に目を通しましたが、活動内容の

ビジョンが大きすぎて、具体性に欠けるのではないですか。」という旨の

内 容 等 アドバイスを受けた。

・アドバイスを受けて、グループ内で活動内容について協議を行い、具体的な

活動内容を 「商店街の活性化」にしぼることとした。

日 付 2 0 1 5年2月15日（日）

場 所 ながらの座・座、三井寺

事 業 等 「歴まち大津の未来を考える会」のイベントに参加

・「ながらの座・座」さん主催。

内 容 等
・「美ジュアルコミュニケーション ぐるうぷ・ふき」の方と出会う。

•三井寺の執事よ り 講義を受け、法明院（三井寺）を散策した。

•三井寺から商店街及びその周辺地域の地理・位置関係を確認した。

日 付 2 0 1 5年2月28日 （土）

場 所 淡海ネットワークセンター 会議室

事 業 等 グループ活動目標発表会

．塾長及びアドバイザーよ り、「商店街で何かをやろうとしていることは

内 容 等 分かり ましたが、具体的に何をやるのか分からない。」「商店街はテーマ

としては重要です。」という旨のアドバイスを受けた。
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日 付 2 0 1 5年 3月7日（土）

場 所 ナカマチ商店街（大津曳山展示館、大津百町館、まちなか交流館 他）

事 業 等 第6回グループミーティング

※大津 10 0円商店街を視察し、「大津曳山展示館」「大津百町館」「NPO法人

内 容 等 マイママ・セラピー」「いいね！大津～夢・観光」の方からお話を聞いた。

※具体的な活動内容・活動拠点・活動計画について

日 付 2 0 1 5年 3月14日（土）

場 所 ナカマチ商店街周辺

事 業 等 「大津まちなかウオーキング」のお手伝い

•おうみ未来塾第 1 0期生「大津まちなかもりあげ隊」のメンバーの方々に

内 容 等 ガイドしていただきながら、商店街周辺の街歩きを行った。

•おうみ未来塾卒塾生の活動を、実際に見て学んだ。

日 付 2 0 1 5年 4月4日（土）

場 所 淡海ネットワークセンター 会議室

事 業 等 おうみ未来塾 本講座（グループ活動における合意形成について学ぶ）

内 容 等
・自己分析とグループとしての実力の発揮度合をチェック。

・個人と組織の関係性や、コミュニケーション方法について学んだ。

日 付 2 0 1 5年4月11日（土）

場 所 ナカマチ商店街

事 業 等 商店街でヒアリング

内 容 等
※大津 10 0円商店街への参加方法等について

※「藤屋内巧」「丸二果実店」「百町物語」の方からお話を聞いた

日 付 2 0 1 5年 4月19日（日）

場 所 明日都交流ルーム

事 業 等 「大津まちなかもりあげ隊」との合同 ミーティング

内 容 等
・「大津まちなかもりあげ隊」が持つ情報を教えていただいた。

•今後のグループ間連携について議論を行った。

日 付 2 0 1 5年 4月26日（日）

場 所 明日都交流ルーム

事 業 等 第7回グループミーティング

内 容 等
・活動目的は、「大津ナカマチ商店街に賑わいを創り出す」とした。

・活動方法は、「大津絵を使ったワークショップ等」とした。

日 付 2 0 1 5年 4月26日（日）

場 所 ナカマチ商店街

事 業 等 百町物語オープニングイベント視察

内 容 等 ・「大津曳山展示館」「大津百町館」の方からお話を聞いた。
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日 付 2 0 1 5年4月29日（木）

場 所 ナカマチ商店街 「大津百町館」

事 業 等 情報収集

内 容 等 ・「大津百町館」の方からお話を聞いた。

日 付 2 0 1 5年5月9日（土）

場 所 ナカマチ商店街「大津百町館」

事 業 等 イベントのお手伝い

内 容 等 ・イベントのお手伝いをした。

日 付 2 0 1 5年5月17日（日）

場 所 大津市市民活動センター

事 業 等 「大津まちなかもりあげ隊」との合同ミーティング

内 容 等
・「大津絵ワークショップ計画」について報告を行った。

・相互に、イベントに参加していただくことをお願いした。

日 付 2 0 1 5年5月17日（日）

場 所 大津市市民活動センター

事 業 等 大津中心市街地活性化協議会の方との面接

内 容 等
・大津絵を使ったイベントの事例について、説明を受けた。

・大津絵街歩きイベントとの連携を模索。

日 付 2 0 1 5年5月24日（日）

場 所 大津市歴史博物館

事 業 等 学芸員さんとの面接

・大津絵を使ったイベントを開催する際の、大津絵の著作権や使用上の注意点

内 容 等
等についてお話を聞いた。

・大津絵の歴史や、これまでに行われた大津絵の様々なイベントやワーク

ショップについて、説明を受けた。

日 付 2 0 1 5年5月31日（日）

場 所 蝉丸神社

事 業 等 第 1回関蝉丸神社芸能祭のイベントお手伝い

内 容 等 •関蝉丸神社及びその周辺において、イベントのお手伝いを行った。

日 付 2 0 1 5年6月6日（土）

場 所 大津ナカマチ商店街及びその周辺

事 業 等 大津 10 0円商店街を視察

・大津 10 0円商店街スタンプラリーに参加し、大津ナカマチ商店街周辺

内 容 等
地域の視察を行った。

・「まちなか交流館 ゆうゆうかん」において、大津絵ワークシ ョップの

練習を行った。
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日 付 2 0 1 5年6月17日（水）

場 所 （株）百町物語事務室 （菱屋町商店街内）

事 業 等 商店街アーケード内イベント実行委員会への出席

※会議において次の方針が示された。

・7月から月 1回はイベントを開催していく。

内 容 等 ・7月25日（土）． 8月29日（土）に、商店街内でイベントを開催する。

・9月は大津 10 0円商店街、 10月は大津祭があるので、 11月からまた

月1回イベントを開催していく。

日 付 2 0 1 5年6月21日（日）

場 所 ピアザ淡海 会議室

事 業 等 全体塾生会・中間報告会リハーサル

内 容 等 中間報告会配布資料の作成・プレゼン内容の打ち合わせ

日 付 2 0 1 5年6月28日（日）

場 所 ピアザ淡海 会議室

事 業 等 グループ活動中間報告会

内 容 等 プレゼンを行い、塾長・アドバイザーからコメントをいただいた。

日 付 2 0 1 5年7月1・8・15・22日（水）

場 所 （株）百町物語事務室 （菱屋町商店街内）

事 業 等 第 1回ナカマチ・アーケード・ビアストリート企画会議への出席

内 容 等 ・7月25日開催イベントに向けた、企画・運営について協議。

日 付 2 0 1 5年7月25日（土）

場 所 大津ナカマチ商店街

事 業 等 第 1回ナカマチ・アーケード・ビアストリート

内 容 等 •おつまみ（枝豆、冷奴、キムチ）の販売で、イベントを盛り上げた。

日 付 2 0 1 5年7月29日（水）

場 所 唐崎神社・マクドナルド坂本店

事 業 等 唐崎神社「みたらし祭」見学・グループミーティング

内 容 等
・唐崎神社において、 8月29日に開催する「外国人観光客と歩く大津（仮称）」

事業のための下見を行い、チラシづくりのための打ち合わせを行った。

日 付 2 0 1 5年8月1日（土）

場 所 JR唐崎駅→唐崎神社→京阪穴太駅

事 業 等 「外国人観光客と歩く大津（仮称）」企画の下見

内 容 等 ・「外国人観光客と歩く大津（仮称）」のための下見を行った。

日 付 2 0 1 5年8月5日（水）

場 所 ジャスコ西大津店内の喫茶店

事 業 等 グループミーティング

内 容 等
・8月29日に開催する 「外国人観光客と歩く大津（仮称）」のチラシづくり

のための打ち合わせを行った。
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日 付 2 0 1 5年8月9日（土）

場 所 旧大津公会堂 2階会議室

事 業 等 第 1回ナカマチ・アーケード・ビアストリート反省会

内 容 等
•第 1 回ナカマチ・アーケード・ビアストリートに関わった方々との懇親会

•第 2 回ナカマチ・アーケード・ビアスト リ ートを 8 月 29 日に開催。

日 付 2 0 1 5年8月12・ 19・26日（水）

場 所 （株）百町物語事務室 （菱屋町商店街内）

事 業 等 第2回ナカマチ・アーケード・ビアスト リート企画会議への出席

内 容 等 ・8月29日開催イベントに向けた、企画・運営について協議。

日 付 2 0 1 5年8月12日（水）

場 所 石窯（商店街の近く）

事 業 等 グループミーティング（企画会議終了後）

内 容 等
・「外国人観光客と歩く大津（仮称）」事業のチラシづくりの打ち合わせ

を行った。

日 付 2 0 1 5年8月19日（水）

場 所 ブロッコリー（商店街内）

事 業 等 グループミーティング（企画会議終了後）

内 容 等
・「外国人観光客と歩く大津（仮称）」事業のチラシづくりの打ち合わせ

を行った。

日 付 2 0 1 5年8月22・23日（土・日）

場 所 京都市内のゲストハウス 5か所

事 業 等 「外国人観光客と歩く大津」のチラシ設置依頼

内 容 等 ・「外国人観光客と歩く大津」事業のチラシを置いてもらうよう依頼。

日 付 2 0 1 5年8月26日（水）

場 所 一番（ナカマチ商店街近くの居酒屋）

事 業 等 グループミーティング（百町物語企画会議の終了後）

内 容 等 ・「外国人観光客と歩く大津」事業の打ち合わせを行った。

日 付 2 0 1 5年8月28日（金）

場 所 国際交流会館・『A』

事 業 等 「外国人観光客と歩く大津」のチラシ作り・イベント参加勧誘

内 容 等 ・「外国人観光客と歩く大津」のチラシ展示及び参加勧誘を行った。

日 付 2 0 1 5年8月29日（土）

場 所 京都駅～唐崎～浜大津～大津ナカマチ商店街

事 業 等
外国人観光客と歩く大津

第2回ナカマチ・アーケード・ビアストリート

内 容 等
・「外国人観光客と歩く大津」の参加者がおられなかったため、大津百町館に

おいて、イベントの手伝いを行った。
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日 付 2 0 1 5年9月3日（木）

場 所 （株）百町物語事務室 （菱屋町商店街内）

事 業 等 百町物語アイデア会議

内 容 等
• 1 0月10日大津祭宵宮の大津百町館でのイベントのお手伝いをする

• 1 1月14日にダンボールアートフェスを開催

日 付 2 0 1 5年9月5日（土）

場 所 大津ナカマチ商店街

事 業 等 大津 10 0円商店街においてアンケート調査

内 容 等 ・約70名の方にアンケートの協力をいただけた。

日 付 2 0 1 5年9月9日（水）

場 所 豆藤本店 2階食堂

事 業 等 第2回商店街ビアストリート反省会

内 容 等 •今後の商店街でのイベント予定等について

日 付 2 0 1 5年9月10日（木）

場 所 （株）百町物語事務室 （菱屋町商店街内）

事 業 等 百町物語企画会議

内 容 等 •今後の商店街のイベントについて

日 付 2 0 1 5年9月17日（木）

場 所 （株）百町物語事務室 （菱屋町商店街内）

事 業 等 百町物語企画会議

内 容 等 • 1 1月14日のイベントについて

日 付 2 0 1 5年9月17日（木）

場 所 さと西大津店

事 業 等 グループミーティング（企画会議終了後）

内 容 等 •今後の活動予定等について

日 付 2 0 1 5年9月30日（水）・ 20 1 5年 10月1 • 8日（木）

場 所 （株）百町物語事務室 （菱屋町商店街内）

事 業 等 商店街における企画会議への出席

内 容 等 • 1 1月 14日のイベントについて

日 付 2 0 1 5年 10月10日（土）

場 所 大津百町館（菱屋町商店街内）

事 業 等 大津祭宵宮イベントのお手伝い・グループミーティング

内 容 等 •今後のグループの活動予定等について

日 付 2 0 1 5年 10月20日（火）

場 所 ガスト堅田店

事 業 等 グループミーティング

• 1 1月14日のイベント 「ミニトランポリンで遊ぼう！ ！」 のチラシ作成

内 容 等 ・成果報告書の内容について、次回 10月24日のグループミィーティング

で整理して、まとめていく。
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日 付 2 0 1 5年 10月24日（土）

場 所 大津市市民活動センター

事 業 等 グループミーティング

内 容 等
• 1 1月14日のイベント「ミニトランポリンで遊ぼう！ ！」について

・成果報告書の内容について協議

日 付 2 0 1 5年 11月5 • 1 2日（木）

場 所 （株）百町物語事務室 （菱屋町商店街内）

事 業 等 商店街における企画会議への出席

内 容 等
• 1 1月14日のイベント「ミニトランポリンで遊ぼう！ ！」について

・会議終了後、成果報告書の内容について協議

日 付 2 0 1 5年 11月14日（土）

場 所 大津ナカマチ商店街

事 業 等 第 1回ダンボールアートフェスでのイベント開催

内 容 等
・「ミニトランポリンで遊ぼう！ ！」の企画運営

・イベント終了後、商店街内の喫茶店で、成果報告書の内容について協議

日 付 2 0 1 5年 11月24日（火）

場 所 大津ナカマチ商店街

事 業 等 地元滋賀のラジオ局「ええラジオ A-RadiO. jp」に出演

内 容 等 ・ラジオ番組に出演し、商店街・おうみ未来塾の案内を行った。

日 付 2 0 1 5年 12月6日（日）

場 所 ピアザ淡海 会議室

事 業 等 全体塾生会・成果発表会リハーサル

内 容 等 成果発表会配布資料の作成・プレゼン内容の打ち合わせ

日 付 2 0 1 5年 12月12日（土）

場 所 ピアザ淡海 会議室

事 業 等 グループ活動成果発表会

※約20分の発表後、商店街の活動に関わる 3名の方からいただいた、

発表に対するコメント要旨。

・イベント開催時には人が集まるが、それ以外の日にどのようにしたら

内 容 等
人が集まるのかが課題とのことですが、イベント開催日以外の日に

商店街に人が集まる方法について何か案はありますか。

・半年前に大津に引っ越してきました、発表を聞かせていただき大津や

商店街のことに興味を持ち、大津での暮らしが楽しみにな りました。

・商店街の活動に関わっており、ボックスの皆さんと一緒に商店街での

活動をしてきましたが、実際の活動より控えめに発表されていました。
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内容等

※塾長・アドバイザーからいただいた、発表に対するコメント要旨。

・商店街の活性化は、全国共通で困難な課題である。

・商店街活性化のための様々な活動を、分解して取り組んでいた。

・地元の方々から評価されているのは、大きな意味があった。

・商店街の活性化は、個店の魅力のアップ以外に王道はないのではないか、

そこに刺激を与えるようなつながりができるかどうか。

．昨日商店街に行き地元の方からお話を聞いてきた、まさにこのような

活動のニーズがあると感じた。

・メンバーのチャレンジが、どこにどのようにつながっていくのかという

見通しが出来てから活動を進めると、グループにとっても商店街にとって

も良かった。

・商店主だけでなく、住民•利用者の視点から、商店街が必要だという認識

を醸成する必要がある。

・全国47都道府県の県庁のある駅前で、大津駅ほど魅力のない駅は珍しい、

しかし商店街も含めて駅前から琵琶湖までの人の流れを作り出すことが

できれば、全国で一番魅力ある駅になる、最高のポテンシャルをもって

いる。

・50人の方に聞かせてもらった話とアンケートの最後の自由意見の中に

商店街活性化のためのヒントがあるのではないか。そこを突き詰めるだけ

でも大きな意味があるのではないか。そこを突き詰めることによって、

次の展開があるのではないかと思われる。
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淡海ネットワークセンター事務局より

事務局長

歌代泰和

卒塾おめでとうこ‘ざいます

おうみ未来塾第13期生のみなさん、卒塾おめで

とうございます。 1年半にわたるフィールド研修

やグループ活動において、大きな成果を上げられ

たこと、たいへんお疲れさまでした。

これまで数少ない人口増加県であった滋賀県

もついに人口減少局面に入りました。今後ますま

す複雑化する地域課題や市民ニーズの多様化に

対応するため、滋賀県ではこれまで以上に県民、

企業、行政など様々な主体の対話と協働による地

域運営を進めようとしています。そのためには、市

民力をベースにした事業力とネットワーキングカ

を持つ地域人材、すなわち地域プロデューサーの

存在が求められます。

卒塾を終わりとせず、今後も息の長い活動を継

続され地域プロデューサーとして活躍されますこ

とを期待しております。

事務局スタッフ

—i 澤孝彦
楽しみながら、
活動をしていきましょう！
13期生の皆さん、卒塾おめでとうこ‘ざいます。

どのような活動でもまずは自分が楽しむことが

できるかどうかが大切であリます。グループ活動

でもまずグループメンバーがそれぞれ楽しみな

がらやってきたかが、そのグループの成果につな

がっていったと思っています。

グループ活動は期間も限られているので、ある

一定の成果を出すことはたいへんエネルギーが

必要であったと思います。

地域づくりはあくまで一つ一つの積み重ねであ

ります。地域づくりの目的、目標に向かってどのよ

うに考え、話し合い、行動したかというそのプロセ

スが充実していれば、必然と成果につながり、多く

のことを語らなくてもみんなにもわかり、それが地

域に波及していくものと思います。

今後は、地域プロデュサーとして、更なるご活躍

を心からお祈りしています。
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事務局次長

徳本次夫

～いつでも夢を～

卒塾おめでとうこ‘ざいます。 1年半の活動大変

疲れ様でした。楽しかったことや辛かったこと、よ

く知らない者どおしが集まリ活動する中、思うよう

にならない葛藤もあったことと推察します。地域プ

ロデューサーを目指すという高い志と情熱、そし

て何かと制約の多い中、立派に卒塾されましたこ

とに対し、改めて敬意を表したいと思います。年末

に懐メロの歌番組で橋幸夫の「いつでも夢を」を

間きました。今から50年以上も前の歌ですが、今

間いてもいい歌だなあと思います。人は皆、何歳

になっても夢や希望がないと前向きに人生を送る

ことができません。皆さんも入塾した時の志や仲

間を大切にして、貴方の夢と、そして夢と希望に満

ちた未来を実現していくために、今後のご活躍を

ご期待申し上げます。

事務局スタッフ

北村欣見子

こ卒塾おめでとうこ‘ざいます

おうみ未来塾13期生のみなさん、ご卒塾おめで

とうこ‘ざいます。

地域、年齢、仕事、これまでの活動などが異な

るみなさんが、夜遅くまで準備や議論をされてい

た様子を拝見しまして、「未来塾」はとても熱心な

方々が集まっておられると感じました。

地域は今、少子化、高齢化、過疎化などの課題

を抱えています。かつてにぎやかだった都市部に

おいても空洞化の現象があらわれています。未来

塾を巣立たれたみなさんは、このような地域課題

の解決になくてはならない存在なのではないで

しょうか。

今後の益々のご活躍をお祈りしています。



事務局スタッフ

牧野利花

こ卒塾おめでとうこ‘ざいます。

13期生のみなさん、こ‘卒塾おめでとうございま

す。

1年と6か月、座学での学び、地域での学び、そし

てグループ活動と本当におつかれさまでした。私

は高島市針江でのフィールドワークにご一緒させ

ていただいたのですが、ガイドの方のお話を熱心

に聞き、 1つでも何かを得たいと積極的に質問を

されておられるみなさんのお姿を見て、 「さすが、

未来塾生さん！」と感激いたしました。

仕事と家庭と塾活動の両立は大変だったことと

思います。それでもみなさんがご卒塾されたとい

うことは、入塾時の思いをずっと持ち続けられた

からこそだと思います。

これからも思いを大切に、みなさんがそれぞれ

の地域でますますこ活躍されますことを心よりお

祈りしております。

事務局スタッフ

石黒みか--進化し続ける
地域プロデューサーとして
第13期生の皆ざま、ご卒塾おめでとうございま

す。地域プロデューサーを目指す仲間と共に、おう

み未来塾で学ばれたことを、すぐさま活動に生か

していかれた皆さんの姿を、とても眩しい思いで

見ていました。塾生として過ごされた色んな場面

が、昨日のことのように思い出されます。入塾式で

の少し緊張されていた様子、地域の方に想いを伝

える時の真剣な眼差し、グループ内で意見が衝突

した時の重苦しい空気、地域の方と一緒になって

笑う姿など…。

1 7名それぞれに、思い描かれる地域プロデュー

サー像は異なると思います。皆さんが、キラリと光

る個性を生かしながら、卒塾後も更なる進化を続

け、地域プロデューサーとして、それぞれの地域で

ご活躍されることをお祈りしております。
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事務局スタッフ

日下部純子

卒塾おめでとうこ‘ざいます。
これからですね （＊^＿^＊） 
1 3期の皆さんの基礎実戦コースが始まって間

もない頃、淡海ネッ トワークセンターで勤務する

ようになリました。8期を卒塾した私にとって「おう

み未来塾」は、ワクワクするところ。皆さんの活動

をお手伝いするにつけ、自身もワクワクしている

事を感じました。地域の課題？何が出来る？等々、

それまで見ず知らずの人達と、見えてこない答え

に対して真剣に議論し行動すること自体が、日常

生活では経験出来ない貴重な経験で、卒塾してか

らもずっとこの感覚が残っています。今後卒塾さ

れた皆さんも日々の生活の何気ない場面で、或い

は何か課題に直面したとき、2年間の学びから得

られた様々な資源が動き活かされて、未来塾で学

ばれたこの感覚を感じられるのじゃないかなと思

います。これからも楽しみですね。



卒塾の言葉

平成26年6月8日に、おうみ未来塾に入塾してから、一年半のカリキュラムを終えました。

私達はこの一年半の間に、仲間と共に、また、地域の方々と共に、いろいろな経験をしました。

最初の半年間の基礎実践コースでは、滋賀県内で地域活動の実績がある諸先輩方を訪問し、目

で見て、お話しを聞き、心で感じることができました。「地域資源」の最たる物は、やはり“人＂であ

ることを学びました。

平成27年 1月からの創造実践コースでは、グループに分かれての地域活動を行いました。塾

生同土で創意工夫し、私達ならではの「地域プロデュース」を実践することができました。その過

程で、地域の方々とご縁を結べたこと、それこそが私達の宝となりました。

そして平成27年12月12日に卒塾しました。卒塾後は、塾生として関わった地域をプロデュース

する者、自分の地元をプロデュースする者、または、日本各地の地域をプロデュースする者、様々

かと思いますが、おうみ未来塾で学んだことを心に留めて活躍をしていきたいと思います。

最後になりましたが、これまで時には優しく、時には厳しく真摯にご指導くださいました、塾

長・アドバイザーの先生方、事務局の皆様、第12期までの卒塾生の皆様、そして、私達を暖かく

迎え入れてくださった地域の皆様、皆様と出会い、お力添えをいただいたお陰で、私達は「地域

プロデューサー」のスタートラインに立つことができました。卒塾生を代表して、お礼を申しあげ

ます。本当に、ありがとうこ‘ざいました。

おうみ未来塾第13期卒塾生

代表 中井あけみ

おうみ未来塾第13期成果発表会・卒塾式
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タイトルに込めた想い

・「地域プロデューサーを目指す」を唯一の共通点に、住んでいる所・活動している分野・職

業・世代が異なる者が入塾式で始めて顔を合わせました。塾生の期間中は、正直なところ「地

域プロデューサーとは？」について考える余裕がありませんでしたが、卒塾してからずっと考

え続けていきたいという想いから、北村裕明塾長が、講義で何度も述べられていた、「地域

をプロデュースするとは」をタイトルにしました。

•前塾長である故：日高敏隆先生の、おうみ未来塾第 2 期生入塾式記念講演「おうみって

何？未来って何？」からの抜粋も、ここに書き留めておきます。

Think globally Act locallyという標語があるんです。要するに地球を考える。
グルーバルに考えて、ローカルに行動するとなっていますが、僕から言うと

そうではないのです。ローカルに考えて、ローカルに行動したらいいんです。

それを全部徹底してやったら、そのローカルは必ずグルーバルになるんです。

逆に言うと、地域できちんとやったときにこそグルーバルになる。

地域をいい加減にしたらグルーバルになりません。

だから、僕はあの言葉は、 Thinklocally Act locallyでいいんじゃないか。

そしたらまさに、 Itbecomes globallyというふうにたぶんなるだろう。

表紙、裏表紙について

• 1年半の活動の中で、おうみ共通のそして最高の「地域資源」は、やはり「琵琶湖」であ
ると改めて気づきましたので、琵琶湖をイメージしたものにしました。

・表紙の写真は、伊藤大輔さんが、彦根市松原町湖畔で撮影したものです。

・裏表紙の写真は、近松慶孝さんが、野洲市あやめ浜で撮影したものです。

編集委員長 川崎慶介

編集後記

第 13期生の成果報告書は、次のコンセプトを基に編集しました。

•おうみ未来塾のことを知らない方に、おうみ未来塾のことを知っていただく。

•第 1 3 期生の活動において、お世話になった地域の方々に感謝の気持ちを伝える。

•第 1 2 期までの卒塾生、第 13 期卒塾生、今後の入塾生をつなぐものとする。

•第 1 3 期生のメンバー紹介及び活動記録。

この成果報告書を手に取ったことがきっかけで、おうみ未来塾のことを知り、地域活動・市民

活動を始める方がおられたら幸いです。

編集委員ー同
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